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教職課程の概要

　龍谷大学の教職課程は、教員をめざす学生のために設置されたものであり、これまで多くの
優秀な教員を教育界に送り出してきたという誇るべき実績を持っています。
　教育改革が叫ばれる今日、教員の資質能力向上が特に大きな課題となっています。そのため
本学では、教科等に関する確かな専門的知識を身につけ、その上に、広く豊かな教養、人間の 
成長・発達についての深い理解、生徒に対する教育的愛情、教育者としての使命感等を持ち、
これらを基盤とした実践的指導力を持った教員を養成することを目的として教職課程を編成し
ています。
　教員は常に生徒と向き合い、実践的に対応しなければなりません。単なる批判者ではなく、
何事にも自主的・主体的・集団的な取り組みができる力を身につける必要があります。また、
積極的・意欲的に教職を目指すとともに、社会的な常識も身につけるよう心がけてください。
　４年間の教職課程の中で教育実習は大きな意味をもちます。教育実習は学校現場で行うので、
社会的な責任を負うことにもなります。みなさんが充分に研鑽を積み、実り豊かな教育実習を
行い、また、教員採用試験を突破して教壇に立って欲しいと願っています。
　なお、本学の教職課程は、法定最低限度以上の科目を開設しています。また、免許法関係の 
変更も多く、免許取得の道が複雑にもなってきていますので、この教職課程ガイドブックをよ
く読み、理解することが大切です。
　教職課程に関する質問や進路の相談等は、各学舎の教職センターまたは各学部教務課で行っ
てください。
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１．取得できる教育職員免許状の種類

　教育職員免許法に基づき、本学が認定を受けている免許状の種類は以下の表のとおりです。
ただし、下記教科の免許状の取得には履修要項に定める所定の単位の修得が必要です。

学部
学
部 学科・課程 免許教科 免許状の種類

中学校教諭 高等学校教諭

先
端
理
工
学
部

数理・情報科学課程
数学 一種免許状 一種免許状
情報 － 一種免許状

知能情報メディア課程 情報 － 一種免許状
電子情報通信課程 工業 － 一種免許状
機械工学・ロボティクス課程 工業 － 一種免許状
応用化学課程 理科 一種免許状 一種免許状
環境科学課程 理科 一種免許状 一種免許状

農
学
部

生命科学科
理科 一種免許状 一種免許状
農業 － 一種免許状

農学科
理科 一種免許状 一種免許状
農業 － 一種免許状

食品栄養学科 栄養教諭一種免許状
食料農業システム学科 農業 － 一種免許状

大学院

研究科 専攻 免許教科
免許状の種類

中学校教諭 高等学校教諭

先　端
理工学
研究科

先端理工学専攻　数理・情報科学コース 数学 専修免許状 専修免許状
先端理工学専攻　知能情報メディアコース 情報 － 専修免許状
先端理工学専攻　電子情報通信コース 工業 － 専修免許状
先端理工学専攻　機械工学・ロボティクスコース 工業 － 専修免許状
先端理工学専攻　応用化学コース 理科 専修免許状 専修免許状
先端理工学専攻　環境科学コース 理科 専修免許状 専修免許状

農　学
研究科 食農科学専攻 農業 － 専修免許状
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２．�教育職員免許状の授与を受けるための基礎資格と法律上の最低修
得単位数

　　  【栄養教諭免許状取得希望者は47ページを参照してください】

　『教育職員免許法』に定める法律上の最低修得単位数は、下表のとおりです。そのほかに、
『教育職員免許法』第５条および『教育職員免許法施行規則』第66条の６に定める「日本国憲
法」２単位、「体育」２単位、「外国語コミュニケーション」２単位、「数理、データ活用及び
人工知能に関する科目」又は「情報機器の操作」２単位（本学では「情報機器の操作」を開
設）が必要です。
　また、中学校の普通免許状の授与を受けようとする者は、「小学校及び中学校の教諭の普通
免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」に定める「介護等体験」が必要で
す。本学の「介護等体験」（２単位）がこれにあたります。
　なお、本学の教職課程で免許を取得する為に必要な単位数等は、本学が定める履修基準によ
り、以下の表に記載している科目の区分や単位数とは異なりますので、留意してください。
　本学で教員免許状を取得するのに必要な科目等については７ページ及び学部別カリキュラム
を参照してください。

（教育職員免許法　別表第一　（第五条関係）　一部抜粋）

免許状の種類 基礎資格
最低修得単位数
教科及び教職に
関する科目

中学校
教　諭

専修
修士の学位を有すること
（＊大学院に１年以上在学し30単位
以上修得した場合を含む）

83

一種 学士の学位を有すること 59

高等学
校教諭

専修
修士の学位を有すること
（＊大学院に１年以上在学し30単位
以上修得した場合を含む）

83

一種 学士の学位を有すること 59

＊�ただし、大学院で専修免許状を取得する場合は、次の点に注意してください。「１年以上在
学30単位以上修得」を基礎資格として免許状を取得し、その後修士の学位を取得した場合
であっても免許状の基礎資格欄を「修士学位取得」に変更することはできません。したがっ
て、やむを得ない事情がある場合を除き、修士学位取得予定者は修士課程の修了時に、「修
士学位取得」を基礎資格として申請することが望ましいといえます。
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履　　修　　要　　項
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１．本学で教員免許状を取得するには

教職課程履修のための手続き

⑴　２年次前期から教職課程の履修を開始する場合には、１年次に次の手続きが必要です。
　①　１年次に行われる教職課程説明会に出席し、内容説明を受ける。
　②　１年次の定められた期日までに「教職課程履修登録」を行う。
　‌�　なお、２年次後期以降から教職課程の履修を開始する場合も、事前に「教職課程履修登
録」が必要です。その場合の詳細については、教職センターに相談してください。
　★説明会の日程は、別途ポータルサイト等にて連絡します。
⑵　教職課程の履修には、教職課程履修料が必要です。
　　履修料は総額30,000円で、２年次から４年次まで毎年10,000円ずつ納入します。
　★大学院生及び科目等履修生については、別途ご確認ください。
⑶　教職課程の履修を取りやめる場合は、手続きが必要です。
　‌�　年度途中で教職課程の履修を取りやめる場合には手続きが必要です。また、履修を取りやめ
た場合、その年度までに納入した教職課程履修料は理由の如何にかかわらず返金されません。

教員免許状（中・高一種免許状）取得について

【栄養教諭免許状取得希望者は47ページを参照してください】
　本学で教員免許状を取得するには、４ページに記載してある「基礎資格」を卒業時に充たす
ことと、下記の図に示した科目群の単位を修得することが必要です。専修免許状の取得方法に
ついては16ページを参照してください。

★�教育実習は、教育実習前年度（３年次終了時）に先修科目の単位を修得していないと行えま
せん。 （13ページ参照）

科目および科目群
「人権論Ａ」または「人権論Ｂ」２単位

＊詳細は各学部の学部別カリキュラム部分に記載。

「日本国憲法」 　　　２単位
「体育」 　　　２単位
「外国語コミュニケーション」 　　　２単位
「情報機器の操作」 　　　２単位
上記各区分２単位以上修得し、合計８単位以上必修。
＊詳細は各学部の学部別カリキュラム部分に記載。

詳細は各学部の学部別カリキュラム部分に記載。

必修単位を含む最低修得単位数は教科ごとに異なります。
　詳細は��ページ以降に記載。

「介護等体験」２単位
　詳細は９～��ページに記載。

＋

＋

＋

＋

本学指定の必修科目

「教育職員免許法施行規則」
第66条の 6に定める科目

教職に関する科目

教科に関する科目

【中学校教諭免許状取得希望者のみ】
介護等体験に関する科目
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教職課程の履修にあたっての注意事項

⑴　履修登録制限単位について
　�　時間割表に科目名とともに記載されている登録コードが「Ｚ」で始まる科目については、
履修登録制限に含まれません。そのため、制限単位を超えて履修登録をすることになります
が、予習 ･復習といった学修時間を確保する必要があるなど、綿密に履修計画を立てること
が求められます。
　　具体的には下記の科目が履修登録制限に含まれません。
　①　教職に関する科目
　　　�ただし、教職に関する科目を兼ねている教養教育科目・専攻科目は、履修登録制限単位

に含まれます。
　②　介護等体験に関する科目の「介護等体験」
　③　一部の教科に関する科目

【先端理工学部】 【農学部】
教　科 工　業 教　科 農　業
科目名 職業指導 科目名 職業指導

⑵　抽選・選抜を実施する科目について
　�　教員免許取得のために必要な科目は、大部分の教職に関する科目を除き、ほとんどが教養
教育科目、各学部の専攻科目です。これらの中には第１回履修登録期間内に登録をしないと
受講できない科目がありますので、各学部の履修要項で確認しておくようにしてください。
⑶　２教科以上の免許状を取得しようとする場合の注意点について
　　〔�先端理工学部数理・情報科学課程、農学部生命科学科・農学科〕
　①�「教科及び教科の指導法に関する科目」は、取得しようとする教科ごとに修得しなければ
なりません。

　②�「教科及び教科の指導法に関する科目」以外は、取得しようとする教科にかかわらず共通
です。

⑷　教員免許取得上の「必修」・「選択」について
　�　次ページ以降に出てくる履修要件の「必修」「選択」は教員免許取得上のものです。卒業
要件の「必修」「選択」科目とは異なりますので注意してください。
⑸　次のページ以降に出てくる『分野』という記載について
　　　「教養」→ 教養教育科目
　　　「教職」→ 教職科目
　　　「専攻」→ 専攻科目
　　　「随意」→ 随意科目
⑹　教職課程に関わる諸連絡について
　�　教職課程履修者はポータルサイト等を常に見るように心がけてください。
　�　また、諸手続きや説明会等への参加は厳守してください。無断欠席の場合、履修できなく
なることがあります。
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２．「介護等体験」の履修について
　　  【栄養教諭免許状取得希望者を除く】

⑴　本学における介護等体験に関する科目
　�　中学校教諭免許状を授与申請する者は、1998年４月１日施行の「小学校及び中学校の教
諭 の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律（以下『介護等体験法』）」
により、障がい者、高齢者等に対する介護、介助、これらの人々との交流等の体験（「介護
等体験」）が必要です。介護等体験は、大学における事前・事後指導と特別支援学校（従来
の盲・聾・養護学校）、社会福祉施設等において実施する体験諸活動を履修します。

本学では、次のとおり開講しています。
科　　目　　名 単位 履修要件 内　　　容 履修年次

介　護　等　体　験 ２ 中学校免許取得
希望者のみ必修 事前指導、介護等体験、事後指導 ３年次以降

⑵　介護等体験についての基本的留意事項
　�　「介護等体験法」に基づき、中学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする者は、介
護等体験が必要となります。その内容は、特別支援学校および社会福祉施設等で、障がい
者、高齢者に対する介護、介助、これらの人々との交流等の体験を行うものです。その日数
は、特別支援学校２日間、社会福祉施設等５日間とされています。
　�　また、これにともない、介護等体験をより豊かなものにし、より円滑に進めるため、大学
での事前・事後指導を行います。
　�　介護等体験においては、諸学校や諸施設における多様な活動の中で、ボランティア意識を
より高めるとともに、体験期間終了後も、より広範な社会的活動の実践に是非つなげてほし
いと考えています（ボランティアについては17ページ参照）。
　�　介護等体験においては、特別支援学校や社会福祉施設等の全面的な協力の下で、正規の教
育活動中や福祉活動中において行われます。体験等の活動といえども、指導や活動に当たら
れている教員や職員と同様に、自覚と責任をもって参加し、学校や施設の規則や規律を守
り、誠意と熱意をもって介護等の体験に専念しなければなりません。
　�　特に介護等体験は、大学と当該の教育委員会や社会福祉協議会との間で、体験を円滑に進 
めるために必要なルールを設定し、所定の手続きや調整を行いながら実施することにもなり 
ます。そのために、介護等体験を予定している学生と大学や学校・施設との間でも、一定の 
手続きが必要です。体験者個々の不注意、不用意な言動や安易な対応があれば、受入学校・ 
施設に多大な迷惑がかかり、今後の介護等体験について重大な支障が起こることがあります 
ので注意してください。
　�　些細なことでも不明な点は、教職センターまたは各学部教務課に問い合わせ、指示通り対 
処するよう心がけてください。また、ルール・指示を守らない場合、体験の資格を失うこと 
になりますので、慎重に対処してください。

⑶　介護等体験の履修登録
　指定された年次に、「介護等体験」の履修登録が必要です。
　＊「小学校教諭免許状取得支援制度」の併修生も「介護等体験」を行う必要があります。
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⑷　介護等体験を免除される者
　�　上記の介護等体験の受講対象者のうち、「介護等体験法」に示された次の者は、介護等体 
験を免除されます。
　�　介護等体験を免除される者は、教職センターに連絡してください。
　　ア�．1998年４月１日以前に大学等に在学した者で、これらを卒業するまでに教職員免許

法別表第一に規定する小学校または中学校の教諭の普通免許状に係る所要資格を得た者
　　イ．介護等に関する専門的知識および技術を有するとして文部科学省令で定める者
　　　　①　保健師の免許を受けている者
　　　　②　助産師の免許を受けている者
　　　　③　看護師の免許を受けている者
　　　　④　準看護師の免許を受けている者
　　　　⑤　特別支援学校の教員の免許を受けている者
　　　　⑥　理学療法士の免許を受けている者
　　　　⑦　作業療法士の免許を受けている者
　　　　⑧　社会福祉士の資格を有する者
　　　　⑨　介護福祉士の資格を有する者
　　　　⑩　義肢装具士の資格を有する者
　　　　★�上記①～⑩の免許状と中学校教諭免許状とを並行して授与申請する者は、「介護等

体験」の履修登録が必要となります。
　　ウ�．身体上の障害により介護等体験を行うことが困難な者として文部科学省令で定める者。

身体障害者福祉法の規定により交付された身体障害者手帳に、障害の程度が１級から６
級である者として記載されている者

⑸　介護等体験を行う諸学校・諸施設の選定と事務手続き
　�　介護等体験を行う学校・施設の選定は、原則として大学と当該の教育委員会や社会福祉協
議会との間で、協議と調整を経て決定します。
　�　なお、特別な理由があって出身の都道府県での介護等体験を希望する者は、事前に必ず教
職課程担当教員に申し出て指示に従ってください。
　�　「介護等体験」に係わる諸連絡については、常にポータルサイト等に注意し、また説明会
などには必ず出席してください。事前に連絡の無い無断欠席や書類未提出者は、履修登録後
であっても介護等体験を希望しない者として事務手続きを進めます。
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介護等体験に関するスケジュール（実施日時等はポータルサイト等で連絡）

年
度 スケジュール 時　　期 内　　　容

体  

験  

の  

前  

年  

度

介護等体験説明会① 10月 介護等体験の意義や制度等の説明、事
前調査

介護等体験講演会①

２月

特別支援学校における介護等体験につ
いて

介護等体験説明会②
介護等体験の意義と課題について、そ
の他留意事項
大学への正式な申込み、体験費納入
社会福祉施設への申込みについて

体　

験　

の　

実　

施　

年　

度

「介護等体験」の履修登録

３～４月

WEB履修登録

介護等体験講演会② 社会福祉施設における介護等体験につ
いて

介護等体験説明会③ 介護等体験実施にあたっての注意事項

介護等体験用の健康診断 健康診断受診
→５月中旬に健康診断書提出

特別支援学校配当説明会 ５月 特別支援学校の配当通知、諸注意

社会福祉施設からの決定通知書
配付（随時） ５～10月 社会福祉施設の決定通知、諸注意

体験実施 ６～12月 社会福祉施設（５日間）の体験
特別支援学校（２日間）の体験

体験終了報告 各体験終了後
随時 証明書確認、記録簿等提出

★注意事項
　○�介護等体験は全国共通の制度ですが、その実施に関しては、各都道府県で個別に運用され
ています。また、介護等体験は教育委員会、特別支援学校（従来の盲・聾・養護学校）、
社会福祉協議会および社会福祉施設の全面的な協力を得て、初めて実施できるものです。
そのため本学としては、より充実した体験ができるようにするため、介護等体験を行う前
年度から説明会や講演会を開催するなど、綿密にスケジュールを立てて準備を進めていま
す。したがって、中学校教員免許取得希望者は、体験前年度の10月に開催する説明会か
ら、必ず出席するようにしてください。

　○�指定された日時に出席および書類提出がない場合は、受講の意志なきものとして処理しま
す。

　○�特別支援学校（従来の盲・聾・養護学校）、社会福祉施設のそれぞれの体験終了後は、す
ぐに介護等体験証明書を教職センターまで持参してください。

　○介護等体験証明書は再発行されませんので、教職員免許申請時まで大切に保管してください。

　○科目のWEB履修登録は必ず各自で正確に行ってください。

11─　─



３．教育実習について
　　  【栄養教諭免許状取得希望者は48ページを参照してください】

⑴　本学における教育実習に関する科目
　�　大学における事前・事後指導と、中学校または高等学校において実施する教育実習の両方
を受講する必要があります。本学では、次のとおり開講しています。

科　目　名 単位 対　　象 内　　容 履修年次 備考
必
修 教育実習指導Ⅰ １ 全員 事前指導 ４

選
択
必
修

教育実習指導ⅡＡ ４
中学学校免許取得希望者

および
中・高両方の免許取得希望者
（３週間の実習を実施する者）

実習および
事後指導 ４

ⅡＡ、ⅡＢの
いずれかを
必ず履修

教育実習指導ⅡＢ ２ 高等学校免許のみ取得希望者
（２週間の実習を実施する者）

（注１）�中学校・高等学校の両方の免許を取得する場合は、「教育実習指導ⅡＡ」のみを
履修し、「教育実習指導ⅡＡ」と「教育実習指導ⅡＢ」の両方を履修する必要は
ありません。

（注２）�高等学校免許のみ取得希望者が、３週間の教育実習を実施する場合は、「教育実
習指導ⅡＡ」を履修する。

　●「教育実習指導Ⅰ」について
　　�大学での事前指導です。教育実習実施年度に登録・履修することとなります。
　●「教育実習指導ⅡＡ・ⅡＢ」について
　　教育現場における実習を内容とします。なお、実習後に大学で事後指導を行います。
　�　不明な点があれば教職センターまたは、各学部教務課まで問い合わせてください。また授
業日程等の連絡事項についてはポータルサイト等にて行います。

⑵　教育実習についての基本的留意事項
　�　『教育職員免許法』に基づき、免許取得条件の重要科目に教育実習があります。教育実習
は法律により、中学校免許には５単位、高等学校免許には３単位の修得が必要です。
　�　「教育実習指導Ⅰ」（１単位）で事前指導を受け、「教育実習指導ⅡＡ」（４単位）または
「教育実習指導ⅡＢ」（２単位）で教育実習に参加し、大学における事後指導を受けますが、
そのすべての単位を修得することが必要です。
　�　とりわけ、中学校・高等学校における教育実習は、実習校での正規の教育活動の中で行わ
れます。実習生であってもその学校の教員として、自覚と責任を持って参加し、その学校の
教育目標を理解し、服務規程、規律等を守り、勤務時間内だけでなく、実習期間全体を通し
て教育活動に専念しなければなりません。さらに授業実践においては、大学で履修した理論
や、模擬授業等の教育実践活動体験を生かし、授業範囲の教材研究等を十二分にして、成果
を上げるよう万全の努力をする必要があります。
　�　このようなことを充分果たせる能力と自覚を養うため、先修科目の設定や、事前・事後指
導等を厳しく実施しています。
　�　教育実習は、大学と実習校との間で所定の手続き等を行い、厳密なルールのもとに実施さ
れています。したがって、実習を予定している学生は、大学および実習校との間で一定の手
続きが必要です。実習生個々の不注意や安易な対応があれば、受入校に多大な迷惑がかか
り、また今後の教育実習について重大な支障が起こることがありますので注意してください。
　�　今日の法制度においては、実習生受け入れは各学校にとっては義務ではなく、将来の教師
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養成という高邁な精神からの協力によるものです。実習生がこの理念を損なうようなことが
あれば教育実習の制度を揺るがすことにもなりかねません。
　�　教育実習にあたっては、前年度に実施する説明会に参加することが必要であり、些細なこ
とでも不明な点は、教職センターまたは各学部教務課に問い合わせ、指示どおり対処するよ
う心がけてください。
　�　なお、ルール等を守れない者は、実習資格を失うこともあるので慎重に対処してください。

⑶　教育実習の履修登録
　�　履修登録期間中に所定の履修登録をしなければ教育実習は受けられません。
　�　なお、教育実習実施の前年度に実施する説明会で、教育実習の〈第１次予備登録〉および
〈第２次予備登録〉の手続きが必要です（説明会で登録書類を配付しますので必ず出席して
ください。欠席の場合は以後の受講はできません）。

⑷　教育実習の受講資格
　　下記の項目ア～ウの条件を全て満たす者。
　　ア．当該年度（教育実習実施年度）において卒業見込みの者
　　イ．前年度に〈教育実習予備登録〉等所定の手続きを完了している者
　　ウ．前年度までに次の科目の単位を修得している者（教育実習の先修科目）

★教育実習の先修科目
大　　　　学（大学院） 単位数

「教育原論Ａ」または「教育原論Ｂ」 ２
「学習・発達論Ａ」または「学習・発達論Ｂ」 ２
「〇〇科教育法Ⅰ」及び「〇〇科教育法Ⅱ」 ４
「人権論Ａ」または「人権論Ｂ」 ２
「教育課程論」 ２
「生徒・進路指導論」 ２

⑸　教育実習の評価
　�　教育実習の評価は、「教育実習指導Ⅰ」（事前指導）１単位と、「教育実習指導ⅡＡ」（中一
種免必修）４単位または「教育実習指導ⅡＢ」（高一種免必修）２単位を個々に評価します。
　�　なお、「教育実習指導ⅡＡ」または「教育実習指導ⅡＢ」については、実習校での成績と
大学における成績による総合評価とします。

⑹　教育実習校の選定
　�　教育実習校は、原則として実習希望者の出身校となります。前年度中に教育実習校を訪問
して個別に内諾を得ることが必要です（地域によっては内諾を得るのに特別な手続きがあり
ます。詳細は３年次４月の説明会で説明します）。内諾の後に大学と実習校との間で依頼等
諸手続きを開始します。なお、出身校に取得を希望する免許教科のない場合（例：工業科、
農業科等）は、実習校依頼前に必ず教職課程担当教員の面談を受けてください。その後、大
学が実習校を探して連絡します。

⑺　教育実習の事務手続き
　�　教育実習は厳密なルールの基に、大学と教育実習実施校および所管の教育委員会との間で
所定の手続きを行うことによって進められる制度です。教育実習に参加する前年度当初か
ら、説明会等に必ず出席して遺漏のないようにしてください。
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【参考】　教育実習に関する年間スケジュール
実
施
年
度

スケジュール 内　　容
該当者 実施担当

提出先等内　容 時期 出身校実習 指定校実習

実
習
前
年
度

教育実習説明会Ａ ４月 教育実習第１次予備登録 実習希望者
全員 教職センター

実習校予備交渉 ５～７月 出身校への
実習申込

京都市立校及び
大阪市立中学校
は事前説明会に
参加

実習希望者
各自

教育実習説明会Ｂ 10月 教育実習第２次予備登録 実習予定者
全員 教職センター

個別面接 10～11月 適宜実施 該当者のみ 教職センター

書類提出 10月 説明会Ｂの配付書類提出 実習予定者
全員 教職センター

実
習
実
施
年
度

教育実習科目の履修
登録 ３～４月

登録科目
「教育実習指導Ⅰ」および、
「教育実習指導ⅡＡ」(中一種免)
または
「教育実習指導ⅡＢ」（高一種免）

実習受講有
資格者各自

ＷＥＢ
履修登録

教育実習説明会Ｃ ４月 実習関係手続書類配付 実習受講有
資格者全員 教職センター

教員免許状取得教科
調査 ４月 免許取得教科調査票配付・提出 一括申請希望

の有資格者 教職センター

実習校配当発表 ５月 指定校（・京都市立
校等）配当校発表

指定校
該当者 教職センター

実習校別個別指導 ５月 適宜実施 該当者 教職センター

実習実施 ５～11月 実習校の指示・受入条件に従い
実施 実習生全員

教育実習巡回指導 ５～11月
近畿圏実習校等に巡回実施。
実習期間前または実習前半に巡
回指導教員に連絡し、指導を受
ける。

該当者

教育実習事後指導 ５～11月 実習終了後、所定の報告書を提
出、指導を受ける。 実習終了者 教職センター

教員免許状
一括申請説明会 10月 免許申請手続書類配付・提出 一括申請希望

の有資格者 教職センター

免許状授与 卒業式 免許授与受渡書類
教育実習簿返還 免許取得者 教職センター

注意事項
　①�スケジュール表の中の説明会・書類配付および書類提出等の日時は、遅くとも１週間前に
ポータルサイト等で伝達しますので、前記のスケジュールには特に注意してください。な
お、指定された日時に出席および書類提出がない場合は、受講の意志なき者として以後一
切受付けないことがあります。

　②�公立学校での教育実習実施については、所管の教育委員会への申込手続きを必要とする場
合が多く、またその申込手続きの方法、書式、申込時期が異なります。必ず説明会に参加
し、所定の手続きをしてください。

　③科目のWEB履修登録は必ず各自で正確に行ってください。
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４．教職実践演習の履修について
　　  【栄養教諭免許状取得希望者は50ページを参照してください】

⑴　「教職実践演習」の受講対象者
　　2010年度以降入学生で、校種に関わらず教員免許状を取得しようとする者。
　�　本学短期大学部およびその他の短期大学からの編入生についても、教職指導上の観点か
ら、再履修が必要となります。

⑵　「教職実践演習」の受講資格
　①�　当該年度の前期まで、＊教職カルテの記入を行っている者（教職カルテについては、教

職課程の授業科目の中で、随時説明します）。
　②�　前年度までに教育実習先修科目の単位を修得している者（13ページ「教育実習の先修
科目」を参照してください）。

　　　＊教職カルテ
　　　　�　教職カルテは、教職課程を履修する学生全員が、「教職課程での学びの記録（ポー

トフォリオ）」を記入するものです。
　　　　�　具体的には、教職に関わってどのような学びを行ってきたか、ボランティア活動等

にどのように取り組んできたかの記録を残していくものです。また、半期毎に自らの
学びを振り返り、反省点や今後への抱負等も書き込んでいきます。教職カルテは、教
職担当教員も参照することができ、学生指導の資料として活用することになります。

　　　　�　「教職実践演習」は、教職課程の総まとめの授業であり、受講生の「教職カルテ」
を参考にしながら、教員としての資質能力の向上を目指すもので、主に次の４つの事
項を扱います。

　　　　　　①　使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
　　　　　　②　社会性や対人関係能力に関する事項
　　　　　　③　生徒理解や学級経営等に関する事項
　　　　　　④　教科内容等の指導力に関する事項

５．教育職員免許状の申請

　教育職員免許状は、教育職員免許法第５条７項により、各都道府県教育委員会が授与するも
のです。したがって、本学において所定の単位を修得した者は、本人が居住する都道府県の教
育委員会に免許授与の申請をすることによって教育職員免許状を取得することができます。こ
れを「個人申請」といいます。また、大学が一括して滋賀県教育委員会に免許申請をする場合
を「一括申請」といいます。一括申請ができる者は、３月卒業（修了）予定者のみです。一括
申請を希望する方は、出願についての説明会・書類の受付を行いますので、これに従ってくだ
さい。日時については事前にポータルサイト等で連絡します。この説明会は卒業式の当日に免
許状が授与されるよう行なうもので、書類提出等を怠ると、卒業の日に免許状の授与ができな
いので十分注意する必要があります。９月卒業（修了）の者はすべて個人申請となります。個
人申請の場合は、卒業（修了）後に申請することになります。教育委員会ごとに手続書類の様
式等が異なりますので、申請する教育委員会になるべく早めに指導を受けてから手続きを行う
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ようにしてください。

６．各種教諭免許状取得支援制度について

　龍谷大学在学中に、本学と協定を結んでいる大学の「通信教育課程特別科目等履修生」とし
て、幼稚園教諭免許状取得または小学校教諭免許状取得に必要な単位を修得する制度を設けて
います。この制度を利用し必要単位を修得することで、本学卒業時に「幼稚園教諭免許状取得
支援制度」の履修者は幼稚園教諭免許状を、「小学校教諭免許状取得支援制度」の履修者は小
学校教諭免許状を申請することができます。
　本制度については、１年生を対象に５月以降に開催する教職課程履修説明会にて説明します
ので、履修希望者は必ず参加してください。説明会の詳細については、ポータルサイト等でお
知らせします。
＊幼稚園教諭免許状課程と小学校教諭免許状課程の併修はできません。

７．編・転入生の履修について

　他大学、他学部または短期大学部等より、本学の３年次（先端理工学部は２年次もあり）に
編・転入し、教職課程を履修しようとする者は、各学部教務課において履修指導を受けてくだ
さい。なお、編・転入した者については原則として編・転入した学年の入学年度の履修要項に
従って履修してください。
①�　教育実習の先修科目を編入初年度である３年次に履修する必要があります。
②�　教職課程を履修しようとする場合は、本学の履修基準によって他校において既修した単位
を認定することがあります。しかし、本学の履修基準に満たない場合は再履修してくださ
い。
③�　教職科目の単位認定を申し出る場合は、必ず出身校にて教員免許状取得に用いる「学力に
関する証明書」の発行を受け、持参してください。なお、この証明書は成績証明書とは異な
りますので発行を依頼するにあたっては注意してください。

８．専修免許状について（大学院生対象）

　中学校教諭専修免許状または高等学校教諭専修免許状とは修士の学位を有する（もしくは、
大学院に１年以上在学し、30単位以上を修得した者）と共に一種免許状を現に有し、または、
一種免許状を取得するのに必要な全単位を修得していることを前提として授与される、より上
級の免許状です。

⑴　専修免許状の取得方法
　Ⅰ．大学（本学・他大学とも）の学部在学中にすでに一種免許状を取得している場合
　　①�　学部で取得した免許状の教科と在学する研究科で取得できる免許状の教科が同じ場合

大学院修士課程での自専攻開講科目24単位以上を修得することにより専修免許状を取
得することができます。

　　②　学部で取得した教科と在学する研究科で取得できる免許状の教科が異なる場合
　　　この場合、専修免許状は取得できません。
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　　　例�）農学部（理科の免許を取得）から先端理工学研究科先端理工学専攻数理・情報科学
コース（数学科の教職課程がある）へ進学した場合など

　Ⅱ．大学（本学・他大学とも）の学部在学中に一種免許状を取得していない場合
　　�　大学院在学中に一種免許状取得に必要な単位を科目等履修により修得し、かつ在籍する
研究科での自専攻開講科目24単位以上を修得することにより専修免許状を取得すること
ができます。一種免許状取得の要件は学部生と同じです。

⑵　単位の取得方法
　大学院修士課程の教職対象科目は、53～59ページを参照してください。

９．学校現場へのボランティア活動について

　近年、公立学校におけるクラブや放課後の活動の指導補助、授業中の児童・生徒の指導援助 
等に関わるボランティアが盛んになってきました。教職をめざすみなさんにとっても「現場を
学ぶ」絶好のチャンスですので、積極的に取り組んでほしいと思います。
　ただし、教育活動の一端に参加するのですから、ふさわしい姿勢や心構えが必要となりま
す。ルールを守り、社会人として容認される服装や品位のある言動が求められます。
　ボランティア事業については、都道府県や学校を設置している市町村単位で立案し、実施さ
れている所が多いようです。例えば、現在、京都市内公立学校、京都府内公立学校、大阪府内
公立学校などでは、数多くの学校が受け入れを行っています。ただ、地域や学校によって形態
は様々ですので、本学のNPO・ボランティア活動センターや教職センターの掲示板を活用し
て、情報を集めてください。
　なお、瀬田教職センターでは、瀬田地域の中学校２校と小学校１校でのボランティアを掲示
板等で紹介しており、多くの学生が学習支援やクラブ活動の支援ボランティアを行っていま
す。また、ボランティアに行く際、必要な場合には瀬田教職センターで保険に加入してくださ
い。

【参考】京都市立学校での学生ボランティア
　京都市立学校については、本学と京都市教育委員会との間で、「学生ボランティア」 学校サ
ポート事業についての協定書を締結し、次のようなルールを決めています。

⑴　概要
　�　京都市教育委員会では、「学生ボランティア」学校サポート事業を実施しています。この事業は、大学
との連携の下、教職をめざす学生や高い専門的知識・技能を持った学生が市立学校・幼稚園で教育活動に
かかわることで自己の資質の向上を図る機会として協定を締結しました。
⑵　参加資格
　　３年次以上で「介護等体験」の単位を修得していることを原則とする。
⑶　対象学校・園
　　京都市立幼稚園、小学校、中学校、高等学校、総合支援学校
⑷　ボランティアの内容（例）
　　ア．学級担任の補助，学校行事・部活動等の補助
　　イ．各教科等の指導におけるティーム・ティーチングの補助
　　ウ．コンピュータや理科実験などの実技の補助
　　エ．特別な教育的支援の必要な児童・生徒への支援
　　オ．障がいのある児童・生徒の学習・学校生活への支援
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　　カ．外国人児童・生徒の学校生活における相談・コミュニケーション支援・通訳
　　キ．放課後における子どもの学習相談・遊び
⑸　応募方法
　　京都市教育委員会教員養成支援室のホームページを見て応募したいボランティアを選ぶ。
　　�ホームページ（https://skc-cms.edu.city.kyoto.jp/sogokyoiku/center/yosei/volunteer）
　　↓
　　教職センターへ申し出る（教職課程担当教員との面談）。
　　↓
　　学校へ連絡し、面接日時を予約する。
　　↓
　　面接の結果、活動内容・時期が決定すれば活動を開始する。
⑹　協定書
　�　龍谷大学（以下「甲」という。）と京都市教育委員会（以下「乙」という。）は、「学生ボランティア」
学校サポート事業における学生の派遣に関して次のとおり協定を締結する。

（目　的）
第１条　甲の派遣する学生が、京都市立学校・園において、必要とされる教育活動の支援を行うことにより、
教育活動の活性化を図るとともに、学生の資質の向上を図ることを目的とする。
（派遣学生の決定）
第２条　甲は、派遣学生の希望と学校・園の希望が一致する者を推薦し、学校・園の合意を得て学生を派遣
する。
（活動内容等）
第３条　派遣学生の活動（実習）内容、期間及び条件については学校・園の校園長と派遣学生との間で決定
する。その他、実習について必要なことがらについては、学校・園の校園長と甲の担当責任者との合意によ
り、決定する。
（経　費）
第４条　派遣された学生に対する実費弁償は１回につき1,111円（所得税源泉徴収額を含む。）とする。
（保険加入）
第５条　派遣学生は、活動に当たって、賠償責任保険（ボランティア保険等）に加入するものとする。
　２　乙は、保険の加入手続きを行い、保険料を負担する。
（その他）
第６条　本協定に定める事項で疑義が生じたとき、又は本協定に定めるもののほか、災害補償等必要な事項
については、甲乙協議の上、定めるものとする。
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10．履修モデル
　　  【栄養教諭免許状取得希望者は50ページを参照してください】

　下記は、瀬田学舎で教職を目指す場合の典型的な履修例であり、これ以外の履修形態もあり
ます。
　学部・学科（課程）によっては、教職科目と学部・学科（課程）の専門科目が同じ時間帯
に配置されているため、下記のような履修が出来ない場合があります。教職科目と学部・学
科（課程）の専門科目（卒業要件）の時間割が重複している場合は、学科（課程）の専門科目
（卒業要件）の履修を優先させ、教職科目は次年次以降に履修してください。なお、各科目の
開講期は、今後変更になる場合もあります。

年　

次
科目の区分

開講期
備　考

第１学期（前期） 第２学期（後期）

１　

年

本学指定の必修科目 人権論Ａ 人権論Ｂ ＊１
日本国憲法 日本国憲法 前期での履修も可
体育 スポーツ技術学Ａ スポーツ技術学Ｂ

外国語コミュニケーション
英語総合１（A） 英語総合２（A）
英語総合１（B） 英語総合２（B）

情報機器の操作 学部毎の指定科目 学部毎の指定科目 先端理工学部
教職科目 教育原論Ａ 教育原論Ｂ ＊１

教科に関する科目 教科毎の指定科目群 教科毎の指定科目群 学部・学科（課程）
毎に科目指定あり

２　

年

体育 健康とスポーツ 現代社会とスポーツ ＊２
外国語コミュニケーション 英語総合３ 英語総合４

教職に関する科目

○○科教育法A ○○科教育法Ｂ 数学・理科の場合
学習・発達論Ａ 学習・発達論Ｂ ＊１
教職論 教育課程論

特別支援教育概論 生徒・進路指導論
学校教育社会学

教科に関する科目 教科毎の指定科目群 教科毎の指定科目群 学部・学科（課程）
毎に科目指定あり

３　

年

情報機器の操作 情報教育論 農学部

教職に関する科目

○○科教育法Ⅰ ○○科教育法Ⅱ
教育相談

総合的な学習の時間・
特別活動論

教育の方法と技術
（ICT活用含む） 道徳教育指導法

介護等体験（通年、集中） ３年次履修を推奨

教科に関する科目 教科毎の指定科目群 教科毎の指定科目群 学部・学科（課程）
毎に科目指定あり

４　

年
教職に関する科目

教育実習指導Ⅰ 教職実践演習（中・高）

教育実習指導ⅡA（通年、集中） 高校免許のみの
場合はⅡ B

＊１　ＡとＢの両方を履修することが望ましいですが、どちらか一方のみでも可とします。
＊２　農学部のみ、どちらか一方を必修とします。
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11．教員免許状取得までの流れ

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

４月
入学式
履修登録説明会

４月 各種教諭免許状併修開始（＊1） ４月
介護等体験講演会②
介護等体験説明会③

４月 教育実習説明会Ｃ

５月 第１回教職課程説明会
教育実習説明会Ａ
（実習予定校訪問開始）

５月
教育実習、順次開始
（実習終了後、事後指導）

６月 介護等体験、順次開始
５・６月
～
７月
～

８・９月

（教員採用試験１次）

（教員採用試験２次）
７月

第１回各種教諭免許状取得	
支援制度説明会（＊1）

（社会福祉施設５日間）

（特別支援学校２日間）

９月 教職カルテ説明会 ９月 教職実践演習開始

10月 第２回教職課程説明会 10月 介護等体験説明会① 10月
教育実習説明会Ｂ
（教育実習内諾手続完了）

10月 教員免許申請説明会

12月
第２回各種教諭免許状取得	
支援制度説明会（＊1）
（出願に関する説明）

11月 （教育実習終了）

12月 （介護等体験終了）

１月 第３回教職課程説明会 １月 教職課程履修料納入 １月
教職実践演習
履修登録説明会

教職課程履修料納入
２月 介護等体験講演会①

介護等体験説明会② 教職課程履修料納入

３月
卒業式
教員免許状授与

（＊1）は、幼稚園または小学校の教員免許を取得したい人のみが対象です。
★各説明会・講演会の内容や実施時期については、変更する可能性があります。ポータルサイト等で確認してください。

★近年、教員採用試験を３年次で受験できる自治体が増えてきています。
★教員採用試験の実施時期については、各自治体のホームページ等で確認してください。
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11．教員免許状取得までの流れ

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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７月
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10月 第２回教職課程説明会 10月 介護等体験説明会① 10月
教育実習説明会Ｂ
（教育実習内諾手続完了）

10月 教員免許申請説明会

12月
第２回各種教諭免許状取得	
支援制度説明会（＊1）
（出願に関する説明）

11月 （教育実習終了）

12月 （介護等体験終了）

１月 第３回教職課程説明会 １月 教職課程履修料納入 １月
教職実践演習
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２月 介護等体験講演会①
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卒業式
教員免許状授与

（＊1）は、幼稚園または小学校の教員免許を取得したい人のみが対象です。
★各説明会・講演会の内容や実施時期については、変更する可能性があります。ポータルサイト等で確認してください。
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★教員採用試験の実施時期については、各自治体のホームページ等で確認してください。
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　龍谷大学卒業生（既卒者含む）の教員採用試験による名簿登載者数（合格者数）の調査結果（私
立学校は除く）、及び、教員免許取得者数（学部別実人数）については、それぞれ以下のページに
掲載しておりますので、参考にしてください。

　教員採用実績

　　 【URL】　　　https://www.ryukoku.ac.jp/faculty/kyoshoku/results/number.html
　　 【QRコード】

　教員免許取得者数

　　 【URL】　　　https://www.ryukoku.ac.jp/faculty/kyoshoku/results/results.html
　　 【QRコード】

教職課程に関する質問について
　教職課程に関するよくある質問について、教職センターのホームページにまとめていますので参考
にしてください。この内容については、随時更新していきます。

　教職センター「よくあるご質問＜在学生向け＞」

　　 【URL】　　　https://www.ryukoku.ac.jp/faculty/kyoshoku/faq.html

　　 【QRコード】

22─　─



学部別カリキュラム
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先
端
理
工
学
部
共
通

Ⅰ．本学指定の必修科目

授業科目名 単位数 配当年次 分野 履修要件 備考
人権論Ａ ２ １年

教養 ２単位必修 ＡＢ両科目を履修する
ことが望ましい人権論Ｂ ２ １年

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず	
履修要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。

Ⅱ．「教育職員免許法施行規則」第 66 条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目
本学開講の関連科目および単位数

授業科目名 単位数 配当年次 分野 履修要件
日本国憲法 日本国憲法 2 １年 教養 必修

体育
スポーツ技術学Ａ 1 １年

教養 必修
スポーツ技術学Ｂ 1 １年

外国語コミュニケーション

英語総合１（Ａ） 1 １年

教養 2単位
必修

英語総合１（Ｂ） 1 １年
英語総合２（Ａ） 1 １年
英語総合２（Ｂ） 1 １年
英語総合３ 1 ２年
英語総合４ 1 ２年
ドイツ語ⅠＡ 1 １年
ドイツ語ⅠＢ 1 １年
フランス語ⅠＡ 1 １年
フランス語ⅠＢ 1 １年
中国語ⅠＡ 1 １年
中国語ⅠＢ 1 １年
コリア語ⅠＡ 1 １年
コリア語ⅠＢ 1 １年
スペイン語ⅠＡ 1 １年
スペイン語ⅠＢ 1 １年

情報機器の操作 情報基礎 2 １年 専攻 必修
★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず	
履修要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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Ⅲ．教職に関する科目

★表中の「配当年次」とは履修可能となる最低年次を示しています。
免許法施行規則に定める科目区分等 中学校教諭、高等学校教諭一種免許状

備考科目
区分

各科目に含める
必要事項

本学開講
科目 単位 履修

要件 分野 配当
年次

教科の指
導法に関
する科目

各教科の指導法（情報通
信技術の活用を含む。）
〈免許状の教科ごとに必
修〉

数学科教育法Ａ 2

必修 随意

2

＊1
＊2

数学科教育法Ｂ 2 2
数学科教育法Ⅰ 2 3
数学科教育法Ⅱ 2 3
情報科教育法Ⅰ 2

必修 随意
3

情報科教育法Ⅱ 2 3
工業科教育法Ⅰ 2

必修 随意
3

工業科教育法Ⅱ 2 3
理科教育法Ａ 2

必修 随意

2
理科教育法Ｂ 2 2
理科教育法Ⅰ 2 3
理科教育法Ⅱ 2 3

教育の基
礎的理解
に関する
科目

教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教育原論Ａ 2 ２単位
選択必修 教養

1 Ａ・Ｂ両科目
履修が望まし
い教育原論Ｂ 2 1

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教職論 2 必修 随意 2

教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

学校教育社会学 2 ２単位
必修 随意 2

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

学習・発達論Ａ 2 ２単位
選択必修 教養

2 Ａ・Ｂ両科目
履修が望まし
い学習・発達論Ｂ 2 2

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育
概論 2 必修 随意 2

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

教育課程論 2 必修 随意 2
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免許法施行規則に定める科目区分等 中学校教諭、高等学校教諭一種免許状
備考科目

区分
各科目に含める
必要事項

本学開講
科目 単位 履修

要件 分野 配当
年次

道徳、総
合的な学
習の時間
等の指導
法（内容）
及び生徒
指導、教
育相談等
に関する
科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育指導法 2
中学校免
許取得希
望者のみ
必修

随意 3 ＊3

総合的な学習の時間の指
導法（高校は「総合的な
探究の時間の指導法」）

総合的な学習
の時間・特別
活動論

2 必修 随意 3

特別活動の指導法
教育の方法と技術 教育の方法と

技術（ICT 活
用含む）

2 必修 随意 3情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法
生徒指導の理論及び方法

生徒・進路指
導論 2 必修 随意 2進路指導及びキャリア教

育の理論及び方法
教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方
法

教育相談 2 必修 随意 3

教育実践
に関する
科目

教育実習

教育実習指導Ⅰ 1 随意 4
教育実習指導
ⅡＡ 4

随意
4 ＊4

教育実習指導
ⅡＢ 2 4 ＊4

教職実践演習 教職実践演習
（中・高） 2 随意 4 ＊5

合　計 中学校：37単位以上　　高等学校：29または33単位以上
＊１　�「○○科教育法Ⅰ」は「○○科教育法Ⅱ」よりも前に修得しなければなりません（先修科目）。
＊２　�「○○科教育法Ａ」及び「○○科教育法Ｂ」については、履修の順序を問わず、「○○科教育法Ⅰ」や「○

○科教育法Ⅱ」の先修科目ともしません。
＊３　�高校免許取得希望者が、中学校免許取得に必要な「道徳教育指導法（２単位）」を修得した場合は、法

律で定める「大学が独自に設定する科目」に充てられます。そのため、本学で高等学校一種免許状取
得に必要として開講している「教科及び教職に関する科目」には充当できません。

＊４　�中高両免許取得者は「教育実習指導ⅡＡ」（4単位）を登録してください。詳細については、P.12「３．
教育実習について」を参照してください。

＊５　�「教職実践演習（中・高）」の履修については、P.15「４．教職実践演習の履修について」を参照して
ください。

履修年次は変更になる可能性があるため、必ず履修登録時に時間割等で確認をしてください。

Ⅳ．介護等体験

科目名 単位 履修要件 内容 履修年次

介護等体験 2 中学校免許取得
希望者のみ必修 事前指導、介護等体験、事後指導 ３年次以降

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず	
履修要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
　教職科目は、卒業要件単位数には含まれません。
★�「小学校免許取得支援制度」を利用して、小学校の免許取得を目指す場合は、介護等体験の履修が必要です。
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Ⅴ．教科に関する科目
中学校教諭一種免許状
先端理工学部（数理・情報科学課程）数学

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

代数学 6
線形代数及び演習Ⅰ 3 1年

専攻
代数入門Ⅰ 1 3年

専攻
線形代数及び演習Ⅱ 3 1年 代数入門Ⅱ 1 3年

幾何学 2
位相入門Ⅰ 1 3年

専攻
位相入門Ⅱ 1 3年

専攻
幾何入門 1 3年 応用幾何 1 3年

解析学 6

微積分及び演習Ⅰ 3 1年
専攻

微分方程式Ⅰ 2 2年

専攻

微積分及び演習Ⅱ 3 1年 微分方程式Ⅱ 2 2年
複素解析Ⅰ 1 3年
複素解析Ⅱ 1 3年
ベクトル解析入門 1 3年
現象の数理モデルⅠ 1 3年
現象の数理モデルⅡ 1 3年
拡散現象の数理Ⅰ 1 3年
拡散現象の数理Ⅱ 1 3年
波動現象の数理Ⅰ 1 3年
波動現象の数理Ⅱ 1 3年

「確率論、統計学」 4
データ分析 2 1年

専攻
確率統計Ⅱ 1 3年

専攻
確率統計Ⅰ 2 2年 確率統計Ⅲ 1 3年

コンピュータ 3 数値計算法及び演習 3 2年 専攻

計 21単位 9単位以上

履修要件 必修科目21単位、選択科目の中から９単位以上、合計30単位以上修得

★�カリキュラム編成上、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修要項
WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（数理・情報科学課程）数学

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

代数学 6
線形代数及び演習Ⅰ 3 1年

専攻
代数入門Ⅰ 1 3年

専攻
線形代数及び演習Ⅱ 3 1年 代数入門Ⅱ 1 3年

幾何学 2
位相入門Ⅰ 1 3年

専攻
位相入門Ⅱ 1 3年

専攻
幾何入門 1 3年 応用幾何 1 3年

解析学 6

微積分及び演習Ⅰ 3 1年
専攻

微分方程式Ⅰ 2 2年

専攻

微積分及び演習Ⅱ 3 1年 微分方程式Ⅱ 2 2年
複素解析Ⅰ 1 3年
複素解析Ⅱ 1 3年
ベクトル解析入門 1 3年
現象の数理モデルⅠ 1 3年
現象の数理モデルⅡ 1 3年
拡散現象の数理Ⅰ 1 3年
拡散現象の数理Ⅱ 1 3年
波動現象の数理Ⅰ 1 3年
波動現象の数理Ⅱ 1 3年

「確率論、統計学」 4
データ分析 2 1年

専攻
確率統計Ⅱ 1 3年

専攻
確率統計Ⅰ 2 2年 確率統計Ⅲ 1 3年

コンピュータ 3 数値計算法及び演習 3 2年 専攻

計 21単位 ９単位以上

履修要件 必修科目21単位、選択科目の中から９単位以上、合計30単位以上修得

★�カリキュラム編成上、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修要項
WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。

30─　─



先
端
理
工
学
部
数
理
・
情
報
科
学
課
程

高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（数理・情報科学課程）情報

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

情報社会（職業に
関する内容を含む。）	
・情報倫理

6
情報社会とメディア 2 1年

教養
情報倫理 2 2年
情報と職業 2 2年 専攻

コンピュータ・情報
処理 5

プログラミング及び実習Ⅰ 1 1年
専攻

アルゴリズム及び演習Ⅰ 2 2年

専攻

プログラミング及び実習Ⅱ 2 1年 アルゴリズム及び演習Ⅱ 2 2年
情報処理システムⅡ 2 2年 機械学習Ⅰ 1 3年

機械学習Ⅱ 1 3年
データ構造とアルゴリズムⅠ 1 3年
データ構造とアルゴリズムⅡ 1 3年
最適化の数理Ⅰ 1 3年
最適化の数理Ⅱ 1 3年

情報システム 5

情報処理システムⅠ 2 1年
専攻

集合と論理 2 2年

専攻

プログラミング及び実習Ⅲ 3 2年 シミュレーション及び演習 2 2年
オブジェクト指向及び演習 2 3年
言語と計算Ⅰ 1 3年
言語と計算Ⅱ 1 3年
確率モデル及び演習 2 3年

情報通信ネットワ
ーク 2 ネットワーク及び演習 2 3年 専攻

マルチメディア表
現・マルチメディア
技術

2 グラフィックス及び演習 2 3年 専攻 フーリエ解析及び演習 2 2年 専攻

計 20単位 10単位以上

履修要件 必修科目20単位、選択科目の中から10単位以上、合計30単位以上修得

★�カリキュラム編成上、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修要項
WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（知能情報メディア課程）情報

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

情報社会（職業に
関する内容を含む。）	
・情報倫理

6
情報社会とメディア 2 1年

教養
情報倫理 2 2年
情報と職業 2 2年 専攻

コンピュータ・情報
処理 8

ハードウェア基礎 2 2年

専攻

科学技術計算・演習 2 3年 専攻
プログラミング基礎演習Ⅰ 2 1年
プログラミング基礎演習Ⅱ 2 1年
ソフトウェア基礎 2 1年

情報システム 6
データ構造とアルゴリズム・演習 4 2年

専攻
システムソフトウェア 2 2年

専攻情報システム基礎 2 2年 実践プログラミング・演習 2 3年
データベース 2 2年

情報通信ネットワ
ーク 6

ネットワークシステム・演習 4 3年
専攻

ネットワーク構成論 2 3年
専攻

ネットワーク基礎 2 1年 情報とセキュリティ 2 2年

マルチメディア表
現・マルチメディア
技術

6

知能情報メディア演習 4 2年
専攻

音声・音響メディア処理論 2 2年

専攻
メディア処理基礎 2 1年 画像メディア処理論 2 3年

ディジタル信号処理 2 2年
言語メディア処理論 2 2年
ＣＧとＶＲ 2 2年

計 32単位

履修要件 必修科目32単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（電子情報通信課程）工業

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択必修科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

工業の関係科目 17

基礎数学Ⅰ・演習 2 1年

専攻

以下の科目から８単位選択必修
（８単位以上の単位数は選択科目として計

上）基礎数学Ⅱ・演習 2 1年

電子情報通信実験Ⅰ 2 2年 ベクトル解析Ⅰ・演習 2 2年

専攻

電気回路基礎・演習 2 1年 通信工学基礎 2 2年
電子回路基礎・演習 1 1年 電磁気学基礎・演習 2 2年
情報通信基礎 2 1年 計算機システム基礎 2 2年
振動工学 2 2年 確率および統計・演習 2 2年
弾性構造力学 2 3年 フーリエ解析 1 2年
電気化学Ⅰ 1 2年
セラミックス材料工学Ⅰ 1 3年

選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野

組込みシステム 1 3年
専攻知能ロボット 1 3年

計算機制御・演習 1 3年

職業指導 4 職業指導 4 3年 専攻

計 21単位 選択必修科目：８単位
選択科目：３単位以上

履修要件 必修科目21単位、選択必修科目の中から８単位、選択科目の中から３単
位以上、合計32単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（機械工学・ロボティクス課程）工業

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

工業の関係科目 23

機械力学 2 2年

専攻

機械設計 1 3年

専攻

材料力学基礎 2 2年 材料力学応用 2 2年
流体工学 2 2年 粘性流体力学 1 2年
アナログ電子制御 2 2年 航空流体力学 1 2年
計算機プログラミング実習 2 2年 ディジタル電子制御 2 2年
機械製図Ⅰ 2 2年 機構学 2 2年
熱力学 2 2年 機械材料学 2 2年
制御工学 2 2年 計測工学Ⅰ 1 3年
設計製図 2 3年 計測工学Ⅱ 1 3年
機械工学基礎実験 2 2年 熱工学 2 3年
機械製図Ⅱ 2 2年 制御系設計論 2 3年
機械要素 1 3年 機械加工学 2 3年

伝熱工学 2 3年

職業指導 4 職業指導 4 3年 専攻

計 27単位 ３単位以上

履修要件 必修科目27単位、選択科目の中から３単位、合計30単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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中学校教諭一種免許状
先端理工学部（応用化学課程）理科

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

物理学 2
物理の基礎 2 1年 専攻 アドバンスト物理Ⅰ 1 2年

専攻
アドバンスト物理Ⅱ 1 2年

化　学 9

物理化学Ⅰ 2 1年

専攻

物理化学Ⅱ 2 2年

専攻
無機化学Ⅰ 2 1年 無機化学Ⅱ 2 2年
有機化学Ⅰ 2 1年 有機化学Ⅱ 2 2年
化学と安全管理 2 2年 化学と情報処理 2 2年
分析化学 1 2年 化学工学 2 2年

生物学 2 生物学概論 2 2年 専攻

地　学 2 地学概論 2 2年 専攻

物理学実験・
化学実験・
生物学実験・
地学実験

12

物理基礎実験 2 2年

専攻

化学基礎実験 2 1年
物理化学実験 1 2年
機器分析化学実験 1 2年
化学合成実験 2 3年
生物学実験 2 2年
地学実験 2 2年

計 27単位

履修要件 必修科目27単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（応用化学課程）理科

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

物理学 2
物理の基礎 2 1年 専攻 アドバンスト物理Ⅰ 1 2年

専攻
アドバンスト物理Ⅱ 1 2年

化　学 9

物理化学Ⅰ 2 1年

専攻

物理化学Ⅱ 2 2年

専攻
無機化学Ⅰ 2 1年 無機化学Ⅱ 2 2年
有機化学Ⅰ 2 1年 有機化学Ⅱ 2 2年
化学と安全管理 2 2年 化学と情報処理 2 2年
分析化学 1 2年 化学工学 2 2年

生物学 2 生物学概論 2 2年 専攻

地　学 2 地学概論 2 2年 専攻

「物理学実験、
化学実験、
生物学実験、
地学実験」

12

物理基礎実験 2 2年

専攻

化学基礎実験 2 1年
物理化学実験 1 2年
機器分析化学実験 1 2年
化学合成実験 2 3年
生物学実験 2 2年
地学実験 2 2年

計 27単位

履修要件 必修科目27単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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中学校教諭一種免許状
先端理工学部（環境科学課程）理科

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

物理学 2
物理学概論 2 1年 専攻 土木工学Ⅰ 1 2年

専攻
環境移動現象論 1 2年

化　学 2 化学概論 2 1年 専攻 環境毒性学 1 3年 専攻

生物学 9

生態系生態学 1 3年

専攻

生物学概論 2 1年
生態学概論Ⅰ 1 1年
生態学概論Ⅱ 1 1年
進化学 1 1年
自然の浄化機構 1 2年
地域環境概論Ａ 1 1年
個体群生態学 1 2年

地　学 4
地学概論 2 1年

専攻
気象学 1 2年 専攻

大気環境科学 1 1年
地球環境概論Ａ 1 1年

物理学実験・
化学実験・
生物学実験・
地学実験

10

物理実験 2 2年

専攻

水環境施設実験 1 3年
専攻

化学実験 2 2年 廃棄物・大気環境施設実験 1 3年
環境分析化学実験 1 2年
生物学実験 2 1年
環境実習ⅠＡ 1 1年
地学実験 2 1年

計 27単位

履修要件 必修科目27単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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高等学校教諭一種免許状
先端理工学部（環境科学課程）理科

教科に関する	
専門的事項の
科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修
単位

必修科目 選択科目
科目名 単位

数
配当
年次 分野 科目名 単位

数
配当
年次 分野

物理学 2
物理学概論 2 1年 専攻 土木工学Ⅰ 1 2年

専攻
環境移動現象論 1 2年

化　学 2 化学概論 2 1年 専攻 環境毒性学 1 3年 専攻

生物学 9

生態系生態学 1 3年

専攻

生物学概論 2 1年
生態学概論Ⅰ 1 1年
生態学概論Ⅱ 1 1年
進化学 1 1年
自然の浄化機構 1 2年
地域環境概論Ａ 1 1年
個体群生態学 1 2年

地　学 4
地学概論 2 1年

専攻
気象学 1 2年 専攻

大気環境科学 1 1年
地球環境概論Ａ 1 1年

「物理学実験、
化学実験、
生物学実験、
地学実験」

10

物理実験 2 2年

専攻

水環境施設実験 1 3年
専攻

化学実験 2 2年 廃棄物・大気環境施設実験 1 3年
環境分析化学実験 1 2年
生物学実験 2 1年
環境実習ⅠＡ 1 1年
地学実験 2 1年

計 27単位

履修要件 必修科目27単位以上修得

★�カリキュラム改革の都合等で、配当年次・開講期が変更になることもあります。受講登録の際に必ず履修
要項WEBサイトや当該年度の時間割で確認してください。
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Ⅰ．本学指定の必修科目
� 《理科・農業・栄養教諭免許取得希望者共通》  　　　

授業科目名 単位数 履修要件 分野 備考
人権論Ａ ２ ２単位

選択必修
教養 ＡＢ両科目を履修する

ことが望ましい人権論Ｂ ２ 教養

Ⅱ．「教育職員免許法施行規則」第 66 条の６に定める科目
� 《理科・農業・栄養教諭免許取得希望者共通》

免 許 法 施 行 規 則
に 定 め る 科 目

本学開講の関連科目および単位数
科目名 単位数 履修要件 分野

日本国憲法 日本国憲法 2 必修 教養

体育

スポーツ技術学Ａ 1 １単位
必修

教養スポーツ技術学Ｂ 1
現代社会とスポーツ 2 ２単位

必修健康とスポーツ 2

外国語コミュニケーション

英語総合１（Ａ） 1

２単位
選択必修 教養

英語総合１（Ｂ） 1
英語総合２（Ａ） 1
英語総合２（Ｂ） 1
英語総合３ 1
英語総合４ 1
ドイツ語ⅠＡ 1
ドイツ語ⅠＢ 1
フランス語ⅠＡ 1
フランス語ⅠＢ 1
中国語ⅠＡ 1
中国語ⅠＢ 1
コリア語ⅠＡ 1
コリア語ⅠＢ 1
スペイン語ⅠＡ 1
スペイン語ⅠＢ 1

情報機器の操作 情報教育論 2 必修 専攻
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Ⅲ．教職に関する科目《理科・農業免許取得希望者》
　★表中の「配当年次」とは履修可能となる最低年次を示しています。
免許法施行規則に定める科目区分等 中学校教諭、高等学校教諭一種免許状

備考科目
区分 各科目に含める必要事項 本学開講科目 単位 履修

要件 分野 配当
年次

教科の
指導法
に関す
る科目

各教科の指導法（情報通
信技術の活用を含む。）
〈免許状の教科ごとに必修〉

理科教育法Ａ 2

必修 随意

2
＊1
＊2

理科教育法Ｂ 2 2
理科教育法Ⅰ 2 3
理科教育法Ⅱ 2 3
農業科教育法Ⅰ 2 必修 随意 3 ＊1農業科教育法Ⅱ 2 3

教育の
基礎的
理解に
関する
科目

教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教育原論Ａ 2 2単位
選択必修 教養

1 Ａ・Ｂ両科目
履修が望まし
い教育原論Ｂ 2 1

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教職論 2 必修 随意 2

教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

学校教育社会学 2 必修 随意 2

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

学習・発達論Ａ 2 2単位
選択必修 教養

2 Ａ・Ｂ両科目
履修が望まし
い学習・発達論Ｂ 2 2

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育概論 2 必修 随意 2

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

教育課程論 2 必修 随意 2

道徳、
総合的
な学習
の時間
等の指
導法	
（内容）
及び生	
徒指導、	
教育相
談等に
関する
科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育指導法 2
中学校免許
取得希望者
のみ必修

随意 3 ＊3

総合的な学習の時間の指
導法（高校は「総合的な
探究の時間の指導法」）

総合的な学習の時
間・特別活動論 2 必修 随意 3

特別活動の指導法
教育の方法と技術 教育の方法と技術

（ICT 活用含む） 2 必修 随意 3情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法
生徒指導の理論及び方法

生徒・進路指導論 2 必修 随意 2進路指導及びキャリア教
育の理論及び方法
教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

教育相談 2 必修 随意 3

教育実
践に関
する科
目

教育実習
教育実習指導Ⅰ 1 必修 随意 4
教育実習指導ⅡＡ 4 選択必修 随意 4 ＊4
教育実習指導ⅡＢ 2 4 ＊4

教職実践演習 教職実践演習
（中・高） 2 必修 随意 4 ＊5

合　計 中学校：37単位以上　　　高等学校：29または33単位以上
＊１　「○○科教育法Ⅰ」は「○○科教育法Ⅱ」よりも前に修得しなければなりません（先修科目）。
＊２　�「○○科教育法Ａ」及び「○○科教育法Ｂ」については、履修の順序を問わず、「○○科教育法Ⅰ」や「○

○科教育法Ⅱ」の先修科目ともしません。
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＊３　�高校免許取得希望者が、中学校免許取得に必要な「道徳教育指導法（2単位）」を修得した場合は、法
律で定める「大学が独自に設定する科目」に充てられます。そのため、本学で高等学校一種免許状取
得に必要として開講している「教科及び教職に関する科目」には充当できません。

＊４　�中高両免許取得者は「教育実習指導ⅡＡ」（４単位）を登録してください。詳細については、P.12「３．
教育実習について」を参照してください。

＊５　� 「教職実践演習（中・高）」の履修については、P.15「４．教職実践演習の履修について」を参照して
ください。

履修年次は変更になる可能性があるため、必ず履修登録時に時間割等で確認をしてください。

Ⅳ．介護等体験

科　　目　　名 単位 履修要件 内　　　容 履修年次

介　護　等　体　験 ２ 中学校免許取得
希望者のみ必修 事前指導、介護等体験、事後指導 ３年次以降

★�「小学校免許取得支援制度」を利用して、小学校の免許取得を目指す場合は、介護等体験
の履修が必要です。

Ⅴ．教科に関する科目《農業免許取得希望者》

　教科に関する科目は専攻科目がほとんどですが、随意科目もあります。専攻科目の配当年次
は『農学部履修要項』で確認してください。
　随意科目の配当年次は下記の通りです。

科目名� 〈単位数〉
配当年次

備考
1 2 3 4

職業指導� 〈２〉
＊「農業」免許必修科目 ○ 生命科学科、農学科、

食料農業システム学科

＊�選択科目は選択科目群全体から必要単位を修得してください。特定の科目群の科目のみで
必要単位を修得しても問題ありません。
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中学校教諭一種免許状
農学部（生命科学科）　理科� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
物理学 2 物理学概論� （２） 生物物理学� （２）
化学 2 化学概論� （２） 有機化学� （２）

分析化学� （２）
生物学 12 遺伝学Ⅰ� （２）

植物生理・生化学Ⅰ� （２）
森林生態学� （２）
昆虫学Ⅰ� （２）
分子生物学� （２）
ゲノム情報学Ⅰ� （２）

身近な植物� （２）
微生物学Ⅰ� （２）
分子育種学Ⅱ� （２）
植物資源学� （２）
植物栄養学Ⅰ� （２）

地学 2 地学概論� （２） 土壌学Ⅰ� （２）
物理学実験・
化学実験・
生物学実験・
地学実験

7 物理学実験� （１）
基礎化学実習� （２）
基礎生物学実習� （２）
地学実験� （２）

生物物理学実習� （１）

計 25単位 ３単位以上
履修要件 必修科目25単位を含め、計28単位以上の修得が必要

高等学校教諭一種免許状
農学部（生命科学科）　理科� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
物理学 2 物理学概論� （２） 生物物理学� （２）
化学 2 化学概論� （２） 有機化学� （２）

分析化学� （２）
生物学 12 遺伝学Ⅰ� （２）

植物生理・生化学Ⅰ� （２）
森林生態学� （２）
昆虫学Ⅰ� （２）
分子生物学� （２）
ゲノム情報学Ⅰ� （２）

身近な植物� （２）
微生物学Ⅰ� （２）
分子育種学Ⅱ� （２）
ゲノム情報学Ⅱ� （２）
植物資源学� （２）
植物栄養学Ⅰ� （２）

地学 2 地学概論� （２） 土壌学Ⅰ� （２）
「物理学実験、
化学実験、
生物学実験、
地学実験」

7 物理学実験� （１）
基礎化学実習� （２）
基礎生物学実習� （２）
地学実験� （２）

生物物理学実習� （１）

計 25単位 ７単位以上
履修要件 必修科目25単位を含め、計32単位以上の修得が必要
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高等学校教諭一種免許状
農学部（生命科学科）　農業� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
農業の関係科目 18 農学概論� （２）

暮らしの中の食品学� （２）
事例に学ぶ食品マーケティング�（２）
作物学Ⅰ� （２）
植物病理学Ⅰ� （２）
虫と農業� （２）
畜産学概論� （２）
農業環境工学� （２）
分子育種学Ⅰ� （２）

日本の歴史と農業� （２）
調理のサイエンス� （２）
会社と農家のしくみ� （２）
植物育種学� （２）
雑草学Ⅰ� （２）
生物統計学� （２）
水産学概論� （２）
農薬学� （２）
昆虫学Ⅱ� （２）

職業指導 2 職業指導� （２）

計 20単位 12単位以上
履修要件 必修科目20単位を含め、計32単位以上の修得が必要

中学校教諭一種免許状
農学部（農学科）　理科� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
物理学 2 物理学概論� （２） 生物物理学� （２）
化学 2 化学概論� （２） 有機化学� （２）

分析化学� （２）
生物学 12 遺伝学Ⅰ� （２）

植物生理・生化学Ⅰ� （２）
森林生態学� （２）
発酵醸造学� （２）
植物栄養学Ⅰ� （２）
線虫学Ⅰ� （２）

身近な植物� （２）
植物資源学� （２）
植物栄養学Ⅱ� （２）

地学 2 地学概論� （２） 土壌学Ⅰ� （２）
物理学実験・
化学実験・
生物学実験・
地学実験

7 物理学実験� （１）
基礎化学実習� （２）
基礎生物学実習� （２）
地学実験� （２）

生物物理学実習� （１）

計 25単位 ３単位以上
履修要件 必修科目25単位を含め、計28単位以上の修得が必要
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高等学校教諭一種免許状
農学部（農学科）　理科� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
物理学 2 物理学概論� （２） 生物物理学� （２）
化学 2 化学概論� （２） 有機化学� （２）

分析化学� （２）
生物学 12 遺伝学Ⅰ� （２）

植物生理・生化学Ⅰ� （２）
森林生態学� （２）
発酵醸造学� （２）
植物栄養学Ⅰ� （２）
線虫学Ⅰ� （２）

身近な植物� （２）
植物資源学� （２）
植物栄養学Ⅱ� （２）

地学 2 地学概論� （２） 土壌学Ⅰ� （２）
「物理学実験、
化学実験、
生物学実験、
地学実験」

7 物理学実験� （１）
基礎化学実習� （２）
基礎生物学実習� （２）
地学実験� （２）

生物物理学実習� （１）

計 25単位 ７単位以上
履修要件 必修科目25単位を含め、計32単位以上の修得が必要

高等学校教諭一種免許状
農学部（農学科）　農業� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
農業の関係科目 20 農学概論� （２）

暮らしの中の食品学� （２）
事例に学ぶ食品マーケティング�（２）
植物育種学� （２）
作物学Ⅰ� （２）
雑草学Ⅰ� （２）
虫と農業� （２）
畜産学概論� （２）
農業環境工学� （２）
果樹園芸学� （２）

調理のサイエンス� （２）
会社と農家のしくみ� （２）
収穫後生理学� （２）
植物病理学Ⅰ� （２）
水産学概論� （２）
分子育種学Ⅰ� （２）
園芸学基礎� （２）
応用昆虫学� （２）
線虫学Ⅱ� （２）
農薬学� （２）

職業指導 2 職業指導� （２）

計 22単位 10単位以上
履修要件 必修科目22単位を含め、計32単位以上の修得が必要
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高等学校教諭一種免許状
農学部（食料農業システム学科）　農業� （　）は単位数

教科に関する
専 門 的 事 項
の 科 目 区 分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
農業の関係科目 20 農学概論� （２）

畜産学概論� （２）
農業環境工学� （２）
遺伝の考え方� （２）
植物栽培の考え方� （２）
調理のサイエンス� （２）
食料・農業経済学� （２）
農企業経営論� （２）
農業組織団体論� （２）
食料流通システム論� （２）

収穫後生理学� （２）
雑草学Ⅰ� （２）
虫と農業� （２）
水産学概論� （２）
分子から見た生命� （２）
園芸作物の科学� （２）
暮らしの中の食品学� （２）
アグリフードビジネス論�（２）
フードビジネスファイナンス論�（２）
食と農の安全安心論� （２）
ソーシャルキャピタル論�（２）

職業指導 2 職業指導� （２）

計 22単位 10単位以上
履修要件 必修科目22単位を含め、計32単位以上の修得が必要
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＜栄養教諭一種免許状の取得について＞　【食品栄養学科対象】

１．栄養教諭とは
�　栄養教諭とは、「食育」の推進をはじめ、小中学校等の義務教育諸学校における、児童生徒
への栄養指導および栄養状態の管理を担当する教育職員です。
�　食生活を取り巻く環境が大きく変化し、多様化が進む中で、例えば、朝食を摂らない子ども
の食生活の乱れが指摘されています。子どもたちが将来にわたって健康な生活をおくれるよ
う、栄養や食事のとり方などについて正しい知識に基づいて自ら判断し、食をコントロールし
ていく「食の自己管理能力」や「望ましい食習慣」を子どもたちに身につけさせることが求め
られています。
�　このような背景により、2005（平成17）年４月に「栄養教諭」が制度化されました。
�　また、2006（平成18）年３月31日に政府の食育推進会議において決定された「食育推進基
本計画」では、全都道府県における栄養教諭の早期の配置が求められています。
�　各学校への栄養教諭の配置が進むことにより、栄養教諭を中心として「食」に関する指導に
かかる全体計画が作成されることや、「食」に関する指導と給食管理を一体のものとして行う
ことにより、地場産物を活用して給食と食に関する指導を実施するなど、教育上の高い相乗効
果が期待されています。
�　具体的には、肥満・偏食・食物アレルギーなどの児童生徒に対する個別指導や、学級活動・
学校行事において、集団的な食に関する指導、家庭・地域と連携した食に関する指導を推進す
るための連絡・調整を行います。その他にも、学校給食における、栄養管理をはじめ、衛生管
理や検食、物資管理等、「食の安全・安心」を担う役割として期待されています。
�　栄養教諭普通免許状には、「専修」、「一種」、「二種」の３種類があります。
�　本学農学部食品栄養学科では、所定の課程を修めることで「栄養教諭一種免許状」の取得が
可能です。

２．栄養教諭一種免許状の授与を受けるための基礎資格と最低修得単位数
�　『教育職員免許法』に定める法律上の最低修得単位数は、下表のとおりです。そのほかに、
『教育職員免許法』第５条および『教育職員免許法施行規則』第66条の６に定める科目の履修
が必要です。なお、本学の教職課程で免許を取得する為に必要な単位数等については、本学が
定める履修基準の単位取得が必要となりますので留意してください。

（教育職員免許法　別表第二の二　（第五条関係）　一部抜粋）

免許状の種類 基礎資格
最低修得単位数

栄養に係る教育又は
教職に関する科目

栄養教諭 一種

学士の学位を有すること、かつ、栄養
士法第二条第三項の規定により管理栄
養士の免許を受けていること又は同法
五条の三第四号の規定により指定され
た管理栄養士養成施設の課程を修了
し、同法第二条第一項の規定により栄
養士の免許を受けていること。

22
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３．栄養教諭一種免許状を取得するには
　栄養教諭一種免許状を取得するには、47ページに記載している「基礎資格」を卒業時に充
たすことと、下表に示した科目群の単位を修得することが必要です。
　各科目群の詳細は、下表「詳細記載ページ」を参照してください。

科　目　群 必要単位数 詳細記載ページ

本学指定の必修科目 ２単位 40ページ

「教育職員免許法施行規則」第66条の６に定める科
目 ９単位以上 40ページ

教職に関する科目《栄養教諭免許取得希望者》 26単位以上 51ページ

栄養に係る教育に関する科目 ６単位 52ページ

４．栄養教育実習について
 ⑴　本学における栄養教育実習に関する科目
　�　大学における事前・事後指導と、小学校または中学校において実施する実習の両方を受講
する必要があります。本学では、次のとおり開講しています。

科　目　名 単位 内　容 履修年次

栄養教育実習指導Ⅰ １ 事前指導 ４

栄養教育実習指導Ⅱ １ 実習および
事後指導 ４

　●「栄養教育実習指導Ⅰ」について
　　大学での事前指導です。教育実習実施年度に登録・履修することとなります。
　●「栄養教育実習指導Ⅱ」について
　　教育現場における実習を内容とします。なお、実習後に大学で事後指導を行います。
　　
　不明な点があれば教職センターまたは、農学部教務課まで問い合わせてください。また授業
日程等の連絡事項についてはポータルサイト等にて行います。ポータルサイト等を必ず確認し
てください。

⑵　栄養教育実習についての基本的留意事項
　�　『教育職員免許法』に基づき、免許取得条件の重要科目に栄養教育実習があります。栄養
教育実習は法律により、２単位の取得が必要です。
　�　「栄養教育実習指導Ⅰ」（１単位）として事前指導を受け、「栄養教育実習指導Ⅱ」（１単
位）で教育実習に参加し、大学における事後指導を受けますが、そのすべての単位を修得す
ることが必要です。
　�　教育実習は、実習校での正規の教育活動の中で行われます。実習生であってもその学校の
教師として、自覚と責任を持って参加し、その学校の教育目標を理解し、校則、規律等を守
り、勤務時間内だけでなく、実習期間全体を通して教育活動に専念しなければなりません。
さらに授業実践においては、大学で履修した理論や、模擬授業等教育実践活動の体験を生か
し、授業範囲の教材研究等を十二分にして、成果を上げるよう万全の努力をする必要があり
ます。
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　�　このようなことを充分果たせる能力と自覚を養うため、先修科目の設定や、事前・事後指
導等を厳しく実施しています。
　�　教育実習は、大学と実習校との間で所定の手続き等を行い、厳密なルールのもとに実施さ
れています。したがって、実習を予定している学生は、大学および実習校との間で一定の手
続きが必要です。実習生個々の不注意や、安易な対応があれば受入校に多大な迷惑がかか
り、また今後の教育実習について重大な支障が起こることがありますので注意してくださ
い。

⑶　栄養教育実習の単位登録　
　�　履修登録期間中に所定の単位登録をしなければ栄養教育実習は受けられません。また栄養
教育実習実施の前年度に実施する説明会で、〈第１次予備登録〉および〈第２次予備登録〉
の手続きが必要です（説明会で登録書類を配付しますので必ず出席してください。欠席の場
合は以後の受講はできません）。

⑷　栄養教育実習の受講資格
　ア．当該年度（栄養教育実習実施年度）において卒業見込みの者
　イ．前年度中に〈栄養教育実習予備登録〉等所定の手続きを完了している者
　ウ．前年度までに次の教育実習の先修科目の単位を修得している者

☆栄養教育実習の先修科目
先修科目名称 単位

「人権論Ａ」または「人権論Ｂ」 ２
「教育原論Ａ」または「教育原論Ｂ」 ２
「学習・発達論Ａ」または「学習・発達論Ｂ」 ２
「教育課程論」 ２
「生徒指導論（栄養教諭）」 ２
「学校栄養実践論」 ２
「学校栄養指導論」 ２

(5)　栄養教育実習の評価
　�　栄養教育実習の評価は「栄養教育実習指導Ⅰ」（１単位）と「栄養教育実習指導Ⅱ」（１単
位）を個々に評価します。なお、「栄養教育実習指導Ⅱ」については、実習校での成績と大
学における成績による総合評価とします。

(6)　栄養教育実習校の選定
　�　教育実習校の選定については、別途説明会で指示があるので注意してください。
　�　教育実習校は、あらかじめ教育実習前年度中に個別に内諾を得ることが必要です（地域に
よっては内諾を得るのに特別な手続きがあります。詳細は３年次４月の説明会で説明しま
す。）。内諾の後に大学と教育実習校との間で依頼等の諸手続きを開始します。

(7)　栄養教育実習の事務手続
　�　ポータルサイト等にて案内をします。ポータルサイト等を必ず確認してください。
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５．教職実践演習（栄養教諭）の履修について
　栄養教諭一種免許状の取得を希望する場合は、「教職実践演習（栄養教諭）」の履修が必要と
なります。履修については、掲示または説明会を行いますので、ポータルサイト等を必ず確認し
てください。

６．栄養教諭一種免許状の申請
　卒業年次生を対象に説明会を行います。

履修モデル（栄養教諭免許取得希望者）

　下記は、瀬田学舎で教職を目指す場合の典型的な履修例であり、これ以外の履修形態もあり
ます。
　年度によっては、教職科目と学部・学科の専門科目が同じ時間帯に配置されているため、下
記のような履修が出来ない場合があります。教職科目と学部・学科の専門科目（卒業要件）の
時間割が重複している場合は、学科の専門科目（卒業要件）の履修を優先させ、教職科目は次
年次以降に履修してください。 なお、各科目の開講期は、今後変更になる場合もあります。

年　

次
科目の区分

開講期
備　考

第１学期（前期） 第２学期（後期）

１　

年

本学指定の必修科目 人権論Ａ 人権論Ｂ ＊１
日本国憲法 日本国憲法 前期での履修も可
体育 スポーツ技術学Ａ スポーツ技術学Ｂ ＊２

外国語コミュニケーション 英語総合１（Ａ） 英語総合２（Ａ）
英語総合１（Ｂ） 英語総合２（Ｂ）

教職科目 教育原論Ａ 教育原論Ｂ ＊１

２　

年

体育 健康とスポーツ 現代社会とスポーツ ＊２
外国語コミュニケーション 英語総合３ 英語総合４

教職に関する科目

学習・発達論Ａ 学習・発達論Ｂ ＊１
教職論 教育課程論

特別支援教育概論 生徒指導論（栄養教諭）
学校教育社会学 ＊３

栄養に係る教育に関する科目 食の文化論

３　

年

情報機器の操作 情報教育論

教職に関する科目

教育相談
総合的な学習の時間・

特別活動論 ＊３

教育の方法と技術
（ICT活用含む） 道徳教育指導法 ＊３

栄養に係る教育に関する科目 学校栄養実践論
学校栄養指導論

４　

年
教職に関する科目 栄養教育実習指導Ⅰ 教職実践演習

（栄養教諭）
栄養教育実習指導Ⅱ（通年、集中）

＊１　ＡとＢの両方を履修することが望ましいですが、どちらか一方のみでも可とします。
＊２　どちらか一方を必修とします。
＊３　�「学校教育社会学」「教育課程論」「総合的な学習の時間・特別活動論」「教育の方法と技術」（ICT活用含む）

は、学科の専門科目と重複する可能性があります。時間割が重複した場合は、翌年度に履修してくださ
い（なお、各科目の開講期は、今後変更になる場合があります）。
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Ⅳ．教職に関する科目《栄養教諭免許取得希望者》
　★表中の「履修年次」とは履修可能となる最低年次を示しています。
免許法施行規則に定める科目区分等 中学校教諭、高等学校教諭一種免許状

備考
科目 各科目に含める必要事項 本学開講科目 単位 履修

要件 分野 配当
年次

教育の
基礎的
理解に
関する
科目

教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教育原論Ａ 2 ２単位
選択必修 教養

１ Ａ・Ｂ両科
目履修が望
ましい教育原論Ｂ 2 １

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教職論 2 必修 随意 2

教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

学校教育社会学 2 必修 随意 2

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

学習・発達論Ａ 2 ２単位
選択必修 教養

2 Ａ・Ｂ両科
目履修が望
ましい学習・発達論Ｂ 2 2

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育概論 2 必修 随意 2

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

教育課程論 2 必修 随意 2

道 徳、
総合的
な学習
の時間
等の内
容及び
生徒指
導、教
育相談
等に関
する科
目

道徳、総合的な学習の時
間及び総合的な探究の時
間並びに特別活動に関す
る内容

道徳教育指導法 2
必修 随意

3

総合的な学習の時間・
特別活動論 2 3

教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用を
含む。）

教育の方法と技術
（ICT活用含む） 2 必修 随意 3

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論（栄養教諭） 2 必修 随意 2

教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

教育相談 2 必修 随意 3

教育実
践に関
する科
目

栄養教育実習
栄養教育実習指導Ⅰ 1

必修 随意
4

栄養教育実習指導Ⅱ 1 4

教職実践演習 教職実践演習
（栄養教諭） 2 必修 随意 4

合　計 26単位以上

★履修年次は変更になる可能性があるため、必ず履修登録時に時間割等で確認をしてください。
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栄養教諭一種免許状
農学部（食品栄養学科）� （　）は単位数

栄養に係る教
育に関する科
目の科目区分

本学開講の関連科目及び単位数

必修単位 必修科目 選択科目
・�栄養教諭の役割
及び職務内容に
関する事項
・�幼児、児童及び
生徒の栄養に係
る課題に関する
事項

2 学校栄養実践論� （２）

・�食生活に関する
歴史的及び文化
的事項

2 食の文化論� （２）

・�食に関する指導
の方法に関する
事項

2 学校栄養指導論� （２）

計 ６単位
履修要件 必修科目６単位の修得が必要
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院

授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学研究（数理・情報科学コース） 1
数学解析特論Ⅰ 1
数学解析特論Ⅱ 1
応用幾何特論Ⅰ 1
応用幾何特論Ⅱ 1
基礎解析持論Ⅰ 1
基礎解析持論Ⅱ 1
物性物理学特論Ⅰ 1
物性物理学特論Ⅱ 1
計算科学特論Ⅰ 1
計算科学特論Ⅱ 1
反応拡散系特論Ⅰ 1
反応拡散系特論Ⅱ 1
数理モデル特論Ⅰ 1
数理モデル特論Ⅱ 1
数理科学特論Ⅰ 1
数理科学特論Ⅱ 1

授業科目 単位数
教科に関する科目

自然言語処理特論Ⅰ 1
自然言語処理特論Ⅱ 1
アルゴリズム理論特論Ⅰ 1
アルゴリズム理論特論Ⅱ 1
ソフトウェア理論特論Ⅰ 1
ソフトウェア理論特論Ⅱ 1
機械学習特論Ⅰ 1
機械学習特論Ⅱ 1
数理情報科学特論A 1
数理情報科学特論 B 1
非線形解析学特論Ⅰ 1
非線形解析学特論Ⅱ 1
信号処理特論 1
画像処理特論 1
コンピュータグラフィックス特論Ⅰ 1
コンピュータグラフィックス特論Ⅱ 1
先端理工学基礎演習Ⅰ 2
先端理工学基礎演習Ⅱ 2

授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学研究（知能情報メディアコース） 1
ソフトウェア工学特論Ⅰ 1
ソフトウェア工学特論Ⅱ 1
情報システム特論Ⅰ 1
情報システム特論Ⅱ 1
知的情報処理特論Ⅰ 1
知的情報処理特論Ⅱ 1
信号処理特論 1
画像処理特論 1
ソフトウェア科学特論Ⅰ 1
ソフトウェア科学特論Ⅱ 1
言語情報処理特論Ⅰ 1
言語情報処理特論Ⅱ 1
情報コミュニケーション特論Ⅰ 1
情報コミュニケーション特論Ⅱ 1
推薦システム特論Ⅰ 1
推薦システム特論Ⅱ 1

授業科目 単位数
教科に関する科目

コンピュータグラフィックス特論Ⅰ 1
コンピュータグラフィックス特論Ⅱ 1
音響信号処理特論Ⅰ 1
音響信号処理特論Ⅱ 1
拡張現実感特論Ⅰ 1
拡張現実感特論Ⅱ 1
視覚情報処理特論Ⅰ 1
視覚情報処理特論Ⅱ 1
ディジタルカラーイメージング特論Ⅰ 1
ディジタルカラーイメージング特論Ⅱ 1
計算科学特論Ⅰ 1
計算科学特論Ⅱ 1
自然言語処理特論Ⅰ 1
自然言語処理特論Ⅱ 1
アルゴリズム理論特論Ⅰ 1
アルゴリズム理論特論Ⅱ 1
ソフトウェア理論特論Ⅰ 1

先端理工学研究科　先端理工学専攻　数理・情報科学コース
中学校教諭専修免許状（数学）／高等学校教諭専修免許状（数学）

下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。
なお、「先端理工学基礎演習Ⅰ」「先端理工学基礎演習Ⅱ」については数理・情報科学コース生
用のクラスを履修すること。

先端理工学研究科　先端理工学専攻　知能情報メディアコース
高等学校教諭専修免許状（情報）

下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。
なお、「先端理工学基礎演習Ⅰ」「先端理工学基礎演習Ⅱ」については知能情報メディアコース
生用のクラスを履修すること。
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授業科目 単位数
教科に関する科目

ソフトウェア理論特論Ⅱ 1
機械学習特論Ⅰ 1
機械学習特論Ⅱ 1

授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学基礎演習Ⅰ 2
先端理工学基礎演習Ⅱ 2

授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学研究（電子情報通信コース） 1
強化学習特論Ⅰ 1
強化学習特論Ⅱ 1
生体システム特論Ⅰ 1
生体システム特論Ⅱ 1
電子ディスプレイ特論 1
脳型集積回路特論 1
マイクロ波通信工学特論Ⅰ 1
マイクロ波通信工学特論Ⅱ 1
高周波通信システム特論Ⅰ 1
高周波通信システム特論Ⅱ 1
電子物性特論Ⅰ 1
電子物性特論Ⅱ 1
知能情報特論Ⅰ 1
知能情報特論Ⅱ 1
量子工学特論 1
ナノテクノロジー工学特論 1
電磁波計測特論Ⅰ 1
電磁波計測特論Ⅱ 1
電子情報数学特論 1
景観情報学特論 1
人間情報処理特論Ⅰ 1
人間情報処理特論Ⅱ 1
ナノ計測工学特論Ⅰ 1
ナノ計測工学特論Ⅱ 1
レーザー工学特論Ⅰ 1
レーザー工学特論Ⅱ 1
科学技術英語特論・演習 2

授業科目 単位数
教科に関する科目

複合材料力学特論Ⅰ 1
複合材料力学特論Ⅱ 1
計算生体力学特論 1
有限要素法特論 1
熱流体工学特論Ⅰ 1
熱流体工学特論Ⅱ 1
エネルギー工学特論 1
燃焼特論 1
プラズマ工学特論 1
宇宙推進工学特論 1
高速空気力学特論 1
航空宇宙工学特論 1
材料工学特論Ⅰ 1
材料工学特論Ⅱ 1
材料加工特論 1
強度評価学特論 1
ロボット工学特論Ⅰ 1
ロボット工学特論Ⅱ 1
知能制御特論Ⅰ 1
知能制御特論Ⅱ 1
知能システム特論Ⅰ 1
知能システム特論Ⅱ 1
計測システム特論Ⅰ 1
計測システム特論Ⅱ 1
精密加工学特論Ⅰ 1
精密加工学特論Ⅱ 1
先端理工学基礎演習Ⅰ 2
先端理工学基礎演習Ⅱ 2

先端理工学研究科　先端理工学専攻　電子情報通信コース
高等学校教諭専修免許状（工業）
下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。
なお、「先端理工学基礎演習Ⅰ」「先端理工学基礎演習Ⅱ」については電子情報通信コース生用
のクラスを履修すること。
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授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学研究（機械工学・ロボティクスコース） 1
複合材料力学特論Ⅰ 1
複合材料力学特論Ⅱ 1
計算生体力学特論 1
有限要素法特論 1
熱流体工学特論Ⅰ 1
熱流体工学特論Ⅱ 1
エネルギー工学特論 1
燃焼特論 1
プラズマ工学特論 1
宇宙推進工学特論 1
高速空気力学特論 1
航空宇宙工学特論 1
材料工学特論Ⅰ 1
材料工学特論Ⅱ 1
材料加工特論 1
強度評価学特論 1
ロボット工学特論Ⅰ 1
ロボット工学特論Ⅱ 1
知能制御特論Ⅰ 1
知能制御特論Ⅱ 1
知能システム特論Ⅰ 1
知能システム特論Ⅱ 1
計測システム特論Ⅰ 1
計測システム特論Ⅱ 1
精密加工学特論Ⅰ 1
精密加工学特論Ⅱ 1

授業科目 単位数
教科に関する科目

強化学習特論Ⅰ 1
強化学習特論Ⅱ 1
生体システム特論Ⅰ 1
生体システム特論Ⅱ 1
電子ディスプレイ特論 1
脳型集積回路特論 1
マイクロ波通信工学特論Ⅰ 1
マイクロ波通信工学特論Ⅱ 1
高周波通信システム特論Ⅰ 1
高周波通信システム特論Ⅱ 1
電子物性特論Ⅰ 1
電子物性特論Ⅱ 1
知能情報特論Ⅰ 1
知能情報特論Ⅱ 1
量子工学特論 1
ナノテクノロジー工学特論 1
電磁波計測特論Ⅰ 1
電磁波計測特論Ⅱ 1
電子情報数学特論 1
景観情報学特論 1
人間情報処理特論Ⅰ 1
人間情報処理特論Ⅱ 1
ナノ計測工学特論Ⅰ 1
ナノ計測工学特論Ⅱ 1
レーザー工学特論Ⅰ 1
レーザー工学特論Ⅱ 1
先端理工学基礎演習Ⅰ 2
先端理工学基礎演習Ⅱ 2

先端理工学研究科　先端理工学専攻　機械工学・ロボティクスコース
高等学校教諭専修免許状（工業）
下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。
なお、「先端理工学基礎演習Ⅰ」「先端理工学基礎演習Ⅱ」については機械工学・ロボティクス
コース生用のクラスを履修すること。
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授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学研究（応用化学コース） 1
分析科学特論Ⅰ 1
分析科学特論Ⅱ 1
固体物性化学特論Ⅰ 1
固体物性化学特論Ⅱ 1
電気化学特論Ⅰ 1
電気化学特論Ⅱ 1
生物化学特論Ⅰ 1
生物化学特論Ⅱ 1
生体分子工学特論 1
バイオ計測工学特論 1
材料物性測定学特論Ⅰ 1
材料物性測定学特論Ⅱ 1
固体化学特論Ⅰ 1
固体化学特論Ⅱ 1
無機機能材料化学特論Ⅰ 1
無機機能材料化学特論Ⅱ 1
有機合成化学特論Ⅰ 1
有機合成化学特論Ⅱ 1
有機機能材料化学特論Ⅰ 1
有機機能材料化学特論Ⅱ 1
高分子材料工学特論Ⅰ 1
高分子材料工学特論Ⅱ 1
高分子機能科学特論Ⅰ 1
高分子機能科学特論Ⅱ 1
水道工学特論Ⅰ 1
水道工学特論Ⅱ 1
下水道工学特論Ⅰ 1
下水道工学特論Ⅱ 1
物質移動現象特論 1
水処理工学特論 1
環境微生物工学特論Ⅰ 1

授業科目 単位数
教科に関する科目

環境微生物工学特論Ⅱ 1
環境計量特論Ⅰ 1
環境計量特論Ⅱ 1
資源循環工学特論 1
廃棄物処理技術特論 1
環境影響評価特論Ⅰ 1
環境影響評価特論Ⅱ 1
理論生態学特論Ⅰ 1
理論生態学特論Ⅱ 1
数理モデリング特論Ⅰ 1
数理モデリング特論Ⅱ 1
保全生物学特論Ⅰ 1
保全生物学特論Ⅱ 1
多様性生物学特論Ⅰ 1
多様性生物学特論Ⅱ 1
生態学とその周辺の先端分析に関する特論Ⅰ 1
生態学とその周辺の先端分析に関する特論Ⅱ 1
生態学における実証とデータ解析に関する特論Ⅰ 1
生態学における実証とデータ解析に関する特論Ⅱ 1
環境生態学特論ＡⅠ 1
環境生態学特論ＡⅡ 1
環境生態学特論ＢⅠ 1
環境生態学特論ＢⅡ 1
燃焼工学特論Ⅰ 1
燃焼工学特論Ⅱ 1
環境動物昆虫学特論Ⅰ 1
環境動物昆虫学特論Ⅱ 1
動物生態学特論Ⅰ 1
動物生態学特論Ⅱ 1
生態系生態学特論Ⅰ 1
生態系生態学特論Ⅱ 1
先端理工学基礎演習Ⅰ 2
先端理工学基礎演習Ⅱ 2

先端理工学研究科　先端理工学専攻　応用化学コース
中学校教諭専修免許状（理科）／高等学校教諭専修免許状（理科）

下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。
なお、「先端理工学基礎演習Ⅰ」「先端理工学基礎演習Ⅱ」については応用化学コース生用のク
ラスを履修すること。
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授業科目 単位数
教科に関する科目

先端理工学研究（環境科学コース） 1
水道工学特論Ⅰ 1
水道工学特論Ⅱ 1
下水道工学特論Ⅰ 1
下水道工学特論Ⅱ 1
物質移動現象特論 1
水処理工学特論 1
環境微生物工学特論Ⅰ 1
環境微生物工学特論Ⅱ 1
環境計量特論Ⅰ 1
環境計量特論Ⅱ 1
資源循環工学特論 1
廃棄物処理技術特論 1
環境影響評価特論Ⅰ 1
環境影響評価特論Ⅱ 1
理論生態学特論Ⅰ 1
理論生態学特論Ⅱ 1
数理モデリング特論Ⅰ 1
数理モデリング特論Ⅱ 1
保全生物学特論Ⅰ 1
保全生物学特論Ⅱ 1
多様性生物学特論Ⅰ 1
多様性生物学特論Ⅱ 1
生態学とその周辺の先端分析に関する特論Ⅰ 1
生態学とその周辺の先端分析に関する特論Ⅱ 1
生態学における実証とデータ解析に関する特論Ⅰ 1
生態学における実証とデータ解析に関する特論Ⅱ 1
環境生態学特論ＡⅠ 1
環境生態学特論ＡⅡ 1
環境生態学特論ＢⅠ 1
環境生態学特論ＢⅡ 1
燃焼工学特論Ⅰ 1

授業科目 単位数
教科に関する科目

燃焼工学特論Ⅱ 1
環境動物昆虫学特論Ⅰ 1
環境動物昆虫学特論Ⅱ 1
動物生態学特論Ⅰ 1
動物生態学特論Ⅱ 1
生態系生態学特論Ⅰ 1
生態系生態学特論Ⅱ 1
分析科学特論Ⅰ 1
分析科学特論Ⅱ 1
固体物性化学特論Ⅰ 1
固体物性化学特論Ⅱ 1
電気化学特論Ⅰ 1
電気化学特論Ⅱ 1
生物化学特論Ⅰ 1
生物化学特論Ⅱ 1
生体分子工学特論 1
バイオ計測工学特論 1
材料物性測定学特論Ⅰ 1
材料物性測定学特論Ⅱ 1
固体化学特論Ⅰ 1
固体化学特論Ⅱ 1
無機機能材料化学特論Ⅰ 1
無機機能材料化学特論Ⅱ 1
有機合成化学特論Ⅰ 1
有機合成化学特論Ⅱ 1
有機機能材料化学特論Ⅰ 1
有機機能材料化学特論Ⅱ 1
高分子材料工学特論Ⅰ 1
高分子材料工学特論Ⅱ 1
高分子機能科学特論Ⅰ 1
高分子機能科学特論Ⅱ 1
先端理工学基礎演習Ⅰ 2
先端理工学基礎演習Ⅱ 2

先端理工学研究科　先端理工学専攻　環境科学コース
中学校教諭専修免許状（理科）／高等学校教諭専修免許状（理科）

下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。
なお、「先端理工学基礎演習Ⅰ」「先端理工学基礎演習Ⅱ」については環境科学コース生用のク
ラスを履修すること。
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農学研究科（食農科学専攻）
高等学校教諭専修免許状（農業）

下記の自専攻開講科目から24単位以上を修得すること。

授業科目 単位数
教科に関する科目

発酵醸造食品科学特論 2
フードサービスと食の流通特論 2
食・農・環境の技術・経営・倫理特論 2
作物保護学特論 2
分子育種学特論 2
作物生産科学特論 2
園芸科学特論 2

授業科目 単位数
教科に関する科目

微生物・酵素機能利用学特論 2
地域農業コミュニティ特論 2
地域環境マネジメント特論 2
グローカル農業特論 2
アグリビジネスマネジメント特論 2
フードシステム特論 2
食料消費と食文化特論 2
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【教職課程】科目ナンバリング
　科目ナンバリングとは、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等
を表し、教育課程の体系性を明示する仕組みです。教職課程科目のナンバリングコードは次の
とおりです。
　＊�「教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目」・教科教育法・教職に関する科目の随意科
目のみ掲載

　＊科目ナンバリングにおいて、科目区分・授業科目名は学則の並びに基づきます。

先端理工学部
科目区分 授業科目名 単位数 科目ナンバリング

教科及び教科の指導法に関
する科目

数学科教育法A ２ K-Z1-ESS-2-31-AY
数学科教育法 B ２ K-Z1-ESS-2-32-BY
数学科教育法Ⅰ ２ K-Z1-ESS-3-33-1Y
数学科教育法Ⅱ ２ K-Z1-ESS-3-34-2Y
工業科教育法Ⅰ ２ K-Z1-ESS-3-81-1Y
工業科教育法Ⅱ ２ K-Z1-ESS-3-82-2Y
情報科教育法Ⅰ ２ K-Z1-ESS-3-61-1Y
情報科教育法Ⅱ ２ K-Z1-ESS-3-62-2Y

農学部
科目区分 授業科目名 単位数 科目ナンバリング

教科及び教科の指導法に関
する科目

農業科教育法Ⅰ ２ K-Z1-ESS-3-71-1N
農業科教育法Ⅱ ２ K-Z1-ESS-3-72-2N
職業指導 ２ K-Z1-EDU-3-01-N

道徳，総合的な学習の時間
等の内容及び生徒指導，教
育相談等に関する科目

生徒指導論（栄養教諭） ２ K-Z1-EDU-3-26

教育実践に関する科目
栄養教育実習指導Ⅰ １ K-Z1-EDU-4-35
栄養教育実習指導Ⅱ １ K-Z1-EDU-4-36
教職実践演習（栄養教諭） ２ K-Z1-EDU-4-37

共通開設
科目区分 授業科目名 単位数 科目ナンバリング

教科及び教科の指導法に関
する科目

理科教育法A ２ K-Z1-ESS-2-41-1
理科教育法 B ２ K-Z1-ESS-2-42-2
理科教育法Ⅰ ２ K-Z1-ESS-2-43-1
理科教育法Ⅱ ２ K-Z1-ESS-3-44-2

教育の基礎的理解に関する科
目

教職論 ２ K-Z1-EDU-2-11
学校教育社会学 ２ K-Z1-EDU-2-12
教育課程論 ２ K-Z1-EDU-2-13
特別支援教育概論 ２ K-Z1-EDU-2-14

道徳，総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導，
教育相談等に関する科目

道徳教育指導法 ２ K-Z1-EDU-3-21
総合的な学習の時間・特別活動論 ２ K-Z1-EDU-3-22
教育の方法と技術（ICT活用含む） ２ K-Z1-EDU-3-23
生徒・進路指導論 ２ K-Z1-EDU-2-24
教育相談 ２ K-Z1-EDU-3-25

教育実践に関する科目

教育実習指導Ⅰ １ K-Z1-EDU-4-31
教育実習指導ⅡA ４ K-Z1-EDU-4-32
教育実習指導Ⅱ B ２ K-Z1-EDU-4-33
教職実践演習（中・高） ２ K-Z1-EDU-4-34

その他 介護等体験 ２ K-Z1-EDU-3-41
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